
　世の中には、様々な意思表示マークがあります。これらは、事情のある方が身に付けることで、周りの人々に
向けて“助けを求める”や“理解を求める”といった意味のメッセージを伝えています。困っている方を見捨てず、
思いやりのある社会を構築するために、市議会としても引き続き邁進していきます。

《議会広報特別委員会》
　　　委員長 下 道 惠 子　副委員長 松本聖司郎　 中 山 光 平　 冨士根信子　 久 保 幸 治

福井県北陸新幹線建設促進同盟会総会
Park-PFI制度に関する意見交換会
議会広報特別委員会
福井県市議会議長会定期総会
令和3年度全国高校総合体育大会　総合開会式
令和3年度全国高校総合体育大会　山岳競技開会式
総務文教厚生委員会、全員協議会、
議会運営委員会、議会広報特別委員会
令和３年度勝山市表彰式
本会議、全員協議会
本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）、議会広報特別委員会
総務文教厚生委員会
建設産業委員会
予算委員会、議会広報特別委員会
秋の交通安全県民運動、議会改革特別委員会、
議会運営委員会、総合計画特別委員会
総務文教厚生委員会、建設産業委員会､
議会運営委員会、全員協議会、本会議
共同募金運動オープニングセレモニー
高齢者連合会運動会
総務文教厚生委員会
議会広報特別委員会、建設産業委員会
決算特別委員会
秋季消防訓練
決算特別委員会
議会広報特別委員会
決算特別委員会
福井県市町議会合同研修会（鯖江市）
福井県市議会議長会による県知事要望

7月25日(日)
28日(水)

8月 4日(水)
10日(火)
13日(金)
20日(金)
27日(金)

9月 1日(水)
7日(火)

13日(月)
14日(火)
15日(水)
16日(木)
17日(金)
21日(火)

24日(金)

10月 1日(金)
7日(木)
8日(金)

11日(月)
12日(火)
13日(水)
15日(金)
18日(月)
19日(火)
25日(月)
26日(火)

７月臨時会･９月定例会報告
2021.10.28
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※全てのメッセージに対し、広報委員会から回答
　できない場合がありますのでご了承ください。

　令和3年6月から“より身近な議会”を目指
して公式Facebookを運用しています。
　当Facebookでは、議会からの情報提供
だけではなく、メッセージも受け付けて
います。ここでは、その一部をご紹介します。
　　　　　
●新型コロナワクチンを自分や子どもに
接種することが不安。もっと情報を出して
ほしい。
　　　　　
●厚生労働省等で最新の新型コロナの情報
が公表されているのに、行政の対応に
変化がない。議会からも行政に働きかけて
ほしい。
　　　　　
●なぜ広報委員会のFacebookにコメント
することができないのか。

　いただいたご意見は、議会で共有すると
ともに、各議員からも一般質問や委員会
など議論の場を通じて、行政機関に意見や
情報を伝えていきます。今後もご意見を
お寄せください。

思いやりのある
社会へ

思いやりのある社会へ

※マークの詳細は、14ページをご覧ください。

ヘルプマーク
　内部障がいや妊娠初期など、外見
から分かりにくくても援助や配慮の
必要な方が身に付けています。

マタニティマーク
　妊産婦の方が交通機関を利用する
ときなどに身に付けています。

マスクをつけられません
　障がいや知覚過敏、病気などで
マスク着用が困難な方が身に付けて
います。

介護マーク
　介護者が介護のためにトイレに
付き添うときなどに身に付けてい
ます。

※これら以外にも様々な意思表示マークがあります。

勝山市議会広報委員会
Facebook

№９



臨時会審議結果一覧

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

議案番号

－

議案第２９号
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意見書案第２号★

意見書案第３号★

意見書案第４号★

議案第４１号

議案第４２号

諮 問 第 １ 号

諮 問 第 ２ 号

付託委員会

－

予 算

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業
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建 設 産 業

決 算 特 別

決 算 特 別
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－
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－
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議決結果

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

継 続 審 査

継 続 審 査

可 決

可 決

否 決

同 意

同 意

異議がない

異議がない

議　　　　案　　　　名

「議案第２９号 令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）」の訂正の件

令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度勝山市水道事業会計補正予算（第１号）

勝山市個人情報保護条例の一部改正について

勝山市手数料条例の一部改正について

勝山市下水道条例の一部改正について

勝山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

勝山市水道事業給水条例の一部改正について

勝山市立野向町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

令和２年度勝山市歳入歳出決算の認定について

令和２年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決することを求める意見書

勝山市公平委員会委員の選任について

勝山市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

受理番号

陳 情 第 ４ 号
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議　　　　案　　　　名

多目的消防ポンプ自動車の購入契約の締結について

道の駅「恐竜渓谷かつやま」機能強化工事施工にかかる協定の変更について
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正・副議長、各委員会委員が変わりました
9月定例会において、正・副議長および各委員会の構成が変わりました｡
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 ◆ 令和３年度山市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

　国保加入者のうち、出産された方へ一時金を
補助する出産育児一時金の予算を想定より5人
多い金額に、またコロナ禍でやむなく仕事を休業
された方を対象に支給する傷病手当金を計上する
ために補正するものです。
委員：傷病手当金の支給について、どのように
周知しているのか。

理事者：個人情報保護のため、行政では把握で
きないため、本制度を十分周知し、該当者から
申請してもらいたい。すでに7月中に申請を
1件受けている。

◆ 勝山市手数料条例の一部改正について

　マイナンバー制度の法改正の施行により、マ
イナンバーカードの発行に係る手数料の徴収に

かかる事務が市へ委託されたことによる改正
で、マイナンバーカード再交付手数料800円の
条文が削除されました。
　なお、紛失等で再発行の場合、800円が必要な
ことに変わりはありません。　　　
　本案には反対討論がありましたが、採決の結
果、賛成多数で原案のとおり可決しました。

◆ 地方財政の充実・強化を求める
意見書採択について

　陳情の趣旨は、来年度の政府予算と地方財政の
検討では、コロナ禍による新たな行政需要等も
把握して歳入・歳出を的確に積算し、地方財政の
確立を目指すべき等11項目にわたる意見書を提出
するものです。毎年、陳情書が提出されており、
委員会では議論の結果採択とし、意見書を提出
することとしました。

 ◆ 道の駅隣接地について　　　　　　
　道の駅隣接地の工事や企業誘致の進捗状況に
ついて報告を受けました。
　また、本区域の用途は工業地域に指定されてい
ますが、市が考える恐竜渓谷かつやまエリアとし
ての滞在型観光の推進に沿った、進出する企業の
計画を踏まえた用途の変更を検討していきたいと
の説明がありました。

◆ 勝山市立野向町コミュニティセンター
の設置及び管理に関する条例の制定
について　　　　　　

　野向町全体の持続的な活性化を目指すまちづく
り活動の拠点施設とするため、勝山市立野向町コ
ミュニティセンターを新たに設置し、施設の管理
を行うため、本条例を制定したいとの説明があり
ました。

◆ 勝山市下水道条例の一部改正について 他　　　　　　
　今冬の大雪のような悪天候や災害などでメー
ターの点検が困難な場合には、メーターの点検を
行わずに水量の認定を行えるようにするため等の
理由で、3つの条例をそれぞれ改正したいとの説
明がありました。

◆ かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
再整備・管理運営事業について　　　　　　

　Park-PFI制度を活用したかつやま恐竜の森の整
備等については、現在、公募方針を示している段
階で、事業者の提案により計画の将来像が明確に
ならないため、論点が絞れない状況ですが、議論
の進展を図るために早急に理事者の考える制度の
全体像が共有できる資料を提出するよう理事者に
求めました。

　審査の結果、議案４件を全て可決し、陳情
１件を採択としました。● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案７件を全て可決しました。● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告

議員定数について

　議会改革特別委員会では、議員定数について
検討事項として議論しています。議員間でも様々
な意見がありますが、市議会としての方向性を
示せるように、引き続き議論を重ねていきます。
　ここでは、現在16名の議員の議論の中で出た
意見の一部を掲載します。

◆ 議員の意見（議員定数について、各議員の意見を傾向ごとに分けて表にしました｡）

◆ その他

●人口、予算額の減少、勤務時間、態
度、議会の役割など定数削減の妥当性
を考えるべき。
●市民の声を議会に届けるために定数を
増やし、選挙時の条件や報酬などの議
論が必要。

●委員会の編成など議会のあり方の議論
が必要。
●扶養手当等の福利厚生や報酬を充実さ
せるべき。
●若者や女性の候補者が少ない原因を分
析し、対策するべき。

項　目 削 減 す べ き 維 持 す べ き

市の人口

市の財政

他市と
合わせる

市民の声

議会運営

新規の
立候補者

市の人口減少を見据え減らすべき。

厳しい状況が続く中、議会も努力す
べき。

県内他市が削減しているので、同じ
方向性を持つべき。

区長連合会からは削減を望む意見が
ある。

議員定数は、各自治体の考え方を持
つべきで、他市町に合わせる必要は
ない。

行政、議会をよく知る市民からは
「簡単に減らすべきではない」との
意見がある。

議員定数を削減しても全体の仕事量
は変わらないので、チェック機能が
不十分になる。

定数削減は、間口を狭め、候補者不
足の原因につながる恐れがある。

特集

３ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月） １２議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）



　
　
①
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
来
園

者
を
恐
竜
の
森
に
囲
い
込
み
、
市

街
地
誘
客
と
矛
盾
す
る
危
険
が
あ

る
。
ホ
テ
ル
は
集
客
力
を
利
用
す

る
だ
け
だ
が
、
新
た
に
集
客
を
増

や
す
事
業
は
あ
る
の
か
。

　
②
議
会
が
、
契
約
案
を
専
門
家

の
意
見
も
聴
取
し
て
チ
ェ
ッ
ク
で

き
、
仮
契
約
を
否
決
し
て
も
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
制
度
に
す
べ

き
だ
。

　
　
①
大
型
連
休
や
夏
休
み
等
の

繁
忙
期
と
冬
期
間
等
の
閑
散
期
で

は
来
園
者
数
に
大
き
な
差
が
あ

り
、
民
間
事
業
者
に
は
年
間
を
通

じ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
よ
う
、

宿
泊
機
能
や
飲
食
物
販
機
能
、
遊

戯
機
能
の
整
備
を
求
め
て
い
る
。

県
立
恐
竜
博
物
館
の
来
館
者
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
遊
戯
機
能
を
目

的
と
し
た
来
園
者
の
宿
泊
へ
の
誘

導
や
、
宿
泊
が
目
的
と
な
る
よ
う

な
施
設
整
備
、
有
料
イ
ベ
ン
ト
や

市
内
施
設
と
の
連
携
等
の
提
案
を

求
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
の
創

出
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
②
今
後
、
選
定
さ
れ
た
事
業
者

と
の
協
議
や
学
識
経
験
者
の
指
導

を
踏
ま
え
、
損
害
賠
償
等
も
含

め
、
市
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の

な
い
内
容
の
契
約
を
締
結
す
る

が
、
仮
の
段
階
で
議
会
に
お
示
し

す
る
の
で
、
確
認
、
審
議
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　
①
県
教
委
は
、
少
子
化
の
進

行
に
よ
り
県
立
高
校
を
１
学
年
４

学
級
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
た

め
に
で
き
る
限
り
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
方
針
転
換
し

た
。
高
校
で
さ
え
適
正
規
模
に
こ

だ
わ
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
勝
山
市

は
中
学
校
で
固
執
す
る
の
か
。

　
②
県
高
教
組
の
役
員
は
「
勝
山

高
校
で
の
中
学
校
併
設
・
連
携
は

聞
い
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

県
は
ど
こ
の
機
関
で
検
討
し
た

の
か
。

　
　
①
県
の
高
問
協
で
の
方
針
変

更
は
、
積
極
的
に
学
級
数
の
少
な

い
高
校
を
目
指
す
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
高
校
が
当
該
自
治
体
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
１
学
年
３
学
級
に
な
っ

て
も
、
地
元
自
治
体
と
連
携
協
力

し
て
存
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
た
も
の
。

　
勝
山
市
の
中
学
校
再
編
は
、
市

内
中
学
生
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の

で
、
県
立
高
校
の
事
情
と
は
異
な

る
と
考
え
る
。

　
②
勝
山
市
中
学
校
再
編
検
討
委

員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
市
か
ら

県
に
積
極
的
な
検
討
を
要
望
し
、

そ
れ
か
ら
市
教
委
と
県
教
委
と
の

話
し
合
い
に
入
っ
た
。
県
教
委
と

し
て
は
、
全
く
新
た
な
事
業
開
始

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特

別
な
機
関
で
の
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染
予

防
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
い
な
い
世

代
で
も
軽
症
化
が
進
ん
で
い
る
。」

と
い
う
デ
ー
タ
を
示
し
説
明
し
た

が
、
市
か
ら
は
提
示
さ
れ
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
は
信
憑
性

が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
②
ウ
イ
ル
ス
と
ワ
ク
チ
ン
の
年

齢
別
の
リ
ス
ク
デ
ー
タ
や
〝
ワ
ク

チ
ン
非
接
種
で
あ
っ
て
も
99
％
以

上
の
人
が
感
染
し
な
い
〞
と
い
う

ワ
ク
チ
ン
有
効
率
の
説
明
や
、
発

症
者
の
追
跡
デ
ー
タ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試
験
は
継
続

中
と
い
う
事
実
等
、
デ
ー
タ
を
積

極
的
に
市
民
に
提
示
す
べ
き
だ
。

　
③
市
民
に
デ
ー
タ
を
提
示
し
な

い
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
と

非
接
種
者
で
軋
轢
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
市
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
て
強
制
や
圧
力
を
か
け
て
い
な

い
か
。

　
④
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
基
準
が
曖
昧
で
、
市
民
の

活
動
意
欲
を
削
い
で
い
る
。
納
得

で
き
る
基
準
を
示
す
べ
き
だ
。

　
　
①
国
や
県
等
の
公
的
機
関
に

よ
る
信
憑
性
の
あ
る
情
報
を
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
市
民
に
伝

え
る
こ
と
は
重
要
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
厚
生
労
働
省
の

「
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報
」
に
リ

ン
ク
し
て
い
る
。

　②
市
民
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推

奨
す
る
た
め
、国
や
県
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を
基
に
市
広

報
等
で
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る

が
、
市
民
に
は
国
か
ら
の
医
学
的

知
見
に
沿
っ
た
情
報
や
福
井
県
内

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
知
見
等

も
参
考
に
し
て
接
種
の
判
断
を
お

願
い
し
た
い
。

　
③
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
本
人
の
意
思
に

基
づ
い
て
接
種
を
受
け
る
も
の

で
、
接
種
を
強
制
し
た
り
、
接
種

し
て
い
な
い
人
や
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
に
対
し
て
差
別
的
な

扱
い
を
し
な
い
よ
う
周
知
し
て

い
る
。

　
④
市
の
公
共
施
設
利
用
や
市
主

催
行
事
等
実
施
の
可
否
は
、
福
井

県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
で
決
定
さ
れ
た
対

応
を
基
本
と
し
、
近
隣
市
町
の
対

応
も
参
考
に
し
て
勝
山
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

で
決
定
し
て
い
る
。

 ◆ 空き家管理代行サービスに対して
助成を

　　　　　　
　相続等で市外にいながら空き家を所有している
方が利用できる補助サービスを、市内の民間企業
が行っています。
　現在、空き家は市内に500軒ありますが、サー
ビス利用者は1名だけです。環境整備の観点か
ら、空き家周辺の草刈等は市職員が行っています
が、それも限界に来ており、サービスの利用を促
す助成を行いたいとの説明がありました。
　委員からは、「不慮の事故で管理ができなく
なった方は対象にならないことから、そちらの補
助制度も考えるべき。」「空き家利用の促進を図
る根本的な解決法を考えていくべき。」との意見
がありました。

◆ 除雪車をGPSで管理するシステムの
　 導入
　　　　　　
　GPSを市が管理して、各除雪区域の状況を随時
に判断し、除雪車運用の効率化を図ります。福井
から大野までの幹線道路の状況も共有することが
でき、降雪時の市外への通勤や物資の流通にも寄
与すると説明がありました。
　　委員からは、今年、まちなかに除雪車が入っ
て行けず、車2台が3日間立ち往生したことがあっ
たが、そういう事態に陥るようなことの無いよ
う、昼間の市内への運用にももっと目を向けて取
り組むようにとの意見がありました。

◆ 新型コロナワクチン接種対策事業
　　　　　　
　これまでのワクチン接種事業を踏まえ、今後の
広報のあり方について質疑がありました。
委員：ワクチン接種は任意であるから、その判断

にかかる情報は、メリット、デメリットの両方を
理解して判断できるよう努めなければならな
い。また子どものワクチン接種に不安を持つ親
御さんからの言葉も多く届いており、その配慮
も必要だ。

理事者：いただいた意見を参考に、現在、ホーム
ページの情報量を増やして掲載している。

委員：見解の違いから、家庭内で接種済みの方と
未接種の方の軋轢もでている。ネットを利用で
きる世代だけの問題ではない。紙面で概要を載
せ、詳しい内容はネットを利用する等の工夫が
必要だ。

◆ 指定管理料（債務負担行為補正）
　　　　　　
　勝山市ジオターミナル、勝山市道の駅「恐竜渓
谷かつやま」、はたや記念館「ゆめおーれ勝山」
の指定管理料における債務負担行為補正につい
て、理事者から今までの指定管理料の実績や積算
が示されました。
　委員からは、数年コロナ感染の影響で、観光客
などの減が続くと予想されることもあり、指定管
理料の見直しを含め、施設によっては以前の直営
方式に戻すなど、指定管理制度を使うことの妥当
性など再精査する必要があるのではとの活発な議
論が交わされました。

　審査の結果、令和３年度勝山市一般会計補正
予算（第３号）を可決しました。● 予算委員会

常任委員会･特別委員会報告
● 恐竜の森のパークＰＦＩについて
● 中学校の統廃合について　他

● 新型コロナウイルスワクチンの意義と
　 新型コロナ対応の見直し提案

一般質問Q&A

一般質問Q&A

あつれき

債務負担行為に
ついては、過去
の議会だよりを
ご覧ください。

議会だより 第77号
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一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
10
年
に
１
度
の

良
い
機
会
と
捉
え
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
市
政
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち

に
分
か
り
や
す
く
し
た
「
子
ど

も
版
総
合
計
画
」
の
策
定
を
提

案
し
た
い
。

　
　
子
ど
も
版
総
合
計
画
に
つ
い

て
は
、
変
化
が
激
し
い
社
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
「
問
題
発
見
・
解
決
力
」

を
養
う
ツ
ー
ル
と
し
て
市
内
小
・

中
学
校
で
活
用
で
き
る
内
容
に
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
勝
山
市
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
４
年
度
初
め

に
は
作
成
、
配
付
し
た
い
。

※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
：
都
市
に
対
す

る
市
民
の
誇
り
や
愛
着
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

自
分
自
身
が
関
わ
る
当
事
者
意
識
に

基
づ
く
自
負
心

　
　
各
地
区
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
や
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
集
約
す
る
な
ど
、
自
主

防
災
組
織
間
で
情
報
共
有
が
で
き

る
体
制
を
整
え
、
適
正
な
活
動
促

進
・
育
成
・
防
災
訓
練
な
ど
を
進

め
て
、
地
域
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
創
設
す
べ
き
だ
。

　
　
現
在
の
自
主
防
災
組
織
の
数

は
、
全
１
１
２
地
区
の
内
65
地
区

68
組
織
で
、
組
織
率
が
58
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
組
織
率
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
区
長

会
や
県
防
災
士
会
等
と
協
議
を
進

め
、
来
年
度
中
の
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
設
立
に
努
め
た
い
。

　
　
文
部
科
学
省
は
、
新
た
な
時

代
の
学
び
に
合
わ
せ
、
学
校
施
設

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
教
室
を
広

く
し
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
こ
と
等
を
提
言
し
た
。
県
内
で

も
教
室
形
態
が
大
き
く
変
化
し
た

学
校
が
あ
り
、
現
在
の
教
室
等
の

配
置
と
大
き
な
空
間
に
驚
く
ほ
ど

の
違
い
が
あ
る
。

 

今
後
の
中
学
校
再
編
に
向
け
て
、

文
科
省
の
推
奨
に
沿
っ
た
計
画
や

他
学
校
へ
の
視
察
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
中
学
校
の
再
編
計
画
が
認
め

ら
れ
た
後
、
専
門
家
等
を
交
え
た

建
設
部
会
等
を
立
ち
上
げ
、
施
設

機
能
等
の
検
討
に
入
り
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
通
じ
た
新
た
な
提
案

を
盛
り
込
ん
だ
設
計
を
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

は
福
井
市
の
明
道
中
学
校
や
敦
賀

市
の
角
鹿
小
中
学
校
を
視
察
し
て

い
る
が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
「
勝
山
市
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
」
に
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

35
年
度
ま
で
の
大
規
模
改
修
計
画

や
修
繕
計
画
の
費
用
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
の
修
繕

想
定
金
額
と
当
初
予
算
で
は
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
過

去
の
改
修
や
修
繕
内
容
、
40
年
後

ま
で
の
修
繕
等
の
計
画
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
中
学
校
再
編
後
の
現
中

学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
現
状
で

具
体
的
な
案
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　
こ
の
計
画
で
は
、
各
施
設
構

造
や
規
模
等
か
ら
単
純
に
割
り
出

し
た
金
額
だ
が
、
40
年
間
で
約
１

０
５
５
億
円
の
施
設
更
新
等
の
費

用
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
計
画
の
中
で
、
各
施
設
の
令

和
７
年
ま
で
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
施
設
管
理
者
と
市
の
建

築
技
師
が
施
設
を
点
検
し
て
い
る

が
、
40
年
間
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
更
新
し
て
い
く
こ
と

は
、
作
業
量
が
膨
大
で
非
常
に
困

難
と
考
え
る
。

 

現
状
の
修
繕
計
画
を
そ
の
都
度

修
正
し
、
各
施
設
ご
と
の
施
設
カ

ル
テ
を
活
用
し
な
が
ら
適
切
な
管

理
に
努
め
た
い
。

　
な
お
、
国
の
予
算
の
前
倒
し
等

に
よ
り
改
修
・
修
繕
を
早
め
る

場
合
も
あ
り
、
当
初
の
修
繕
計

画
と
最
新
の
修
繕
計
画
で
金
額
の

増
減
が
生
じ
る
が
、
予
算
の
関
係

で
必
要
な
修
繕
を
行
わ
な
い
こ
と

は
な
い
。

　
中
学
校
再
編
後
の
３
中
学
校
の

跡
地
の
活
用
案
は
、
現
時
点
で
は

な
い
。
地
権
者
や
地
元
の
意
見
、

市
の
考
え
方
を
交
え
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

　
「
福
井
県
緊
急
事
態
宣
言
」発

出
前
か
ら
、
夏
休
み
の
小
学
生
の

プ
ー
ル
開
放
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
学
校
ご
と
の
裁
量
に

任
せ
て
い
る
県
内
の
市
も
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
こ
の
宣
言
期
間
の
体
育

施
設
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
、
大

人
の
利
用
は
認
め
、
子
ど
も
の
利

用
は
禁
止
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
夏
季
休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放

に
つ
い
て
は
、
場
所
の
分
散
や
時

間
差
の
設
定
も
検
討
し
た
が
、
全

国
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
で
き
な

い
12
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
危
機

管
理
の
面
か
ら
、
大
人
数
が
集
ま

る
機
会
は
少
な
い
方
が
よ
い
と
判

断
し
、
校
長
会
と
も
諮
り
、
中
止

と
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
こ
と
を

最
優
先
し
、
子
ど
も
の
体
育
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
お

願
い
し
た
。

　
　
国
で
は
、
９
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
し
た
。こ
れ
ま
で
に
も
、

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
はe-Japan

戦
略
で
掲
げ
て
い
た
が
、
縦
割
り

で
前
例
踏
襲
を
重
ん
じ
る
行
政
の

姿
は
変
わ
ら
ず
、
停
滞
が
続
い
て

き
た
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
全
庁
を
巻
き

込
ん
で
推
進
す
る
に
は
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
市
長
の
理
解
が

必
須
で
、
部
門
横
断
的
な
組
織
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
単
に
紙
を
デ
ジ
タ
ル
に
置
き

換
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
職
員
の

意
識
改
革
に
よ
っ
て
各
分
野
で
の

行
政
事
務
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
失
敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
寛
容
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
全

庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
等
を
活
用
し
て
、最
新
の
課
題

解
決
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

※

か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

関
東
圏
・
関
西
圏
を
中
心
に
、
勝
山
市

へ
の
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
専
門
員

常任委員会･特別委員会報告

　委員会では、主に議員定数について議論しま
した。
　各種団体との意見交換会の開催については、
引き続き粘り強く申し入れを行っていくことを
確認しました。また、議員一人一人に様々な考え
があることや課題等も多岐にわたることから、
議員全員に無記名によるアンケート等を行い、
論点整理をした上でさらに議論を進め、意見交
換会に臨んでいくこととなりました。
　今後は、毎月委員会を開き、本年度中に勝山
市議会としての見解を示していきます。

※議員定数の特集は、12ページに掲載。

● 議会改革特別委員会

　理事者から、7月から8月にかけて実施した市
民意見交換会の報告や、第６次勝山市総合計画
の骨子案、今後のスケジュールについて説明が
ありました。
　委員からは、「若い方や女性からも意見をい
ただけるよう工夫するべき。」「市民の意見に
対して、行政としての課題のすり合わせを全庁
的に検討し、骨子案を見て10年後の勝山市が明
確に想像できるよう、表現方法を工夫するとと
もに、勝山市の良さや魅力もしっかり発信して
いくべき。」など、多くの提案がありました。

● 総合計画特別委員会
● まちづくりについて
● 勝山市の防災関係について　他

● コロナ禍から見る子ども・子育て支援について
● デジタル庁発足に伴う情報システムについて

　他

● 新中学校の教室の空間整備について
● 公共施設の改修計画状況について　他

竹
内
和
順
議
員
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裕
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員
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①
新
中
学
校
独
自
の
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
、
成
器
西

小
学
校
の
連
携
で
の
新
中
学
校
建

設
に
つ
い
て
伺
う
。

　
②
県
会
議
員
が
併
設
に
つ
い

て
市
が
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

県
会
で
質
問
し
た
の
は
ど
う
し

て
か
。

　
　
①
中
高
併
設
に
伴
う
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
市

民
意
見
交
換
会
等
で
高
志
中
高
校

と
の
比
較
か
ら
面
積
や
生
徒
数
的

に
可
能
だ
が
、
工
夫
と
調
整
は
必

要
と
な
る
旨
の
説
明
を
し
て
き
て

お
り
、
議
員
ご
提
案
の
中
学
校
独

自
の
体
育
館
の
設
置
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
保
有
は
困
難
と
考
え
る
。

 

ま
た
、
成
器
西
小
学
校
と
勤
労

者
体
育
館
跡
地
を
活
用
し
た
新
中

学
校
の
提
案
は
、
そ
の
中
で
中
学

校
専
用
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
が
不
可
能
で
あ
る
等
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
②
議
員
本
人
は
、
県
に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
決
し
て
こ
の
構
想
が
勝
山
市

で
決
定
し
た
と
の
前
提
で
の
質
問

で
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
勝
山
市
指
定
文
化
財
史
跡
小

笠
原
家
累
代
廟
所
の
修
繕
・
保
全
・

今
後
の
活
用
研
究
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
小
笠
原
家
の
廟
所
が
あ
る
開

善
寺
の
管
理
者
に
お
聞
き
す
る

と
、
長
年
に
わ
た
る
市
内
の
障
害

者
グ
ル
ー
プ
や
観
光
ガ
イ
ド
、
地

域
の
方
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
等
に
よ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
の
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
基
本
的
に
全
て
の
文
化
財
は
、

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
責
任
に

お
い
て
管
理
さ
れ
、
修
繕
が
必
要

な
場
合
は
、
勝
山
市
文
化
財
補
助

金
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
小
笠
原
家
の
廟
所
が

開
善
寺
の
管
理
下
に
あ
る
と
同
時

に
個
人
の
墓
と
し
て
の
位
置
付
け

が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、

管
理
者
や
関
係
団
体
等
と
廟
所
の

修
繕
・
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
非
常
に
感
染
力
を
持
つ
デ
ル

タ
株
は
、
通
常
の
ウ
イ
ル
ス
よ
り

も
２
倍
か
ら
３
倍
の
感
染
力
を

持
っ
て
い
る
。

　
第
５
波
だ
け
で
１
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
福
井
県
。
９
月
７
日

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、

12
歳
以
上
の
対
象
者
約
70
万
人
の

う
ち
、
２
回
接
種
し
た
人
は
約
41

万
人
、
１
回
接
種
し
た
人
は
約
50

万
人
。

　
３
日
の
発
表
で
は
、
感
染
者
の

約
94
％
が
未
接
種
で
、
そ
の
う
ち

30
歳
ま
で
が
64
％
を
占
め
、
20
代

の
感
染
者
割
合
26
％
が
最
も
多

か
っ
た
。

　
65
歳
以
上
の
人
が
９
割
近
く
２

回
の
接
種
を
終
え
た
一
方
、
40
歳

未
満
の
人
の
割
合
は
４
割
に
満
た

な
い
中
、
早
く
接
種
予
約
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　
①
勝
山
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
②
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
飲

食
店
等
の
支
援
は
ど
う
か
。

　
③
希
望
者
の
接
種
後
の
全
体
的

な
緩
和
は
ど
う
か
。

　
　
①
９
月
13
日
現
在
、
12
歳
以

上
の
対
象
者
２
万
７
１
９
人
の
う

ち
、
１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
１

万
６
８
０
１
人
で
81･

１
％
、
２
回

目
を
接
種
し
た
人
は
１
万
５
４
５

２
人
で
74･

５
％
。
40
歳
未
満
で
は
、

１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
59･

６
％
、
２
回
目
を
接
種
し
た
人
は

44･

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
食
事
代
か
ら
２
０
０
０
円
を

割
り
引
く
「
お
座
敷
体
験
ク
ー
ポ

ン
券
」
は
、
９
月
末
ま
で
期
間
を

延
長
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
現
在
発
行
を
中
断
し
て
い

る
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
食

事
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
資
金
償
還
支
援

補
助
金
の
実
施
や
、
電
子
マ
ネ
ー

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
観

光
バ
ス
活
用
等
、
飲
食
店
以
外

へ
の
業
種
に
も
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
③
政
府
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
展
を
見
据
え
、
９
月
９
日
に
行

動
宣
言
緩
和
に
向
け
た
「
基
本
的

方
向
性
」
を
決
定
し
た
。
希
望
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
目
指
す

11
月
ご
ろ
を
念
頭
に
、
接
種
証
明

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
陰
性
証
明
を

活
用
し
た
緊
急
事
態
宣
言
下
で
も

飲
食
店
の
酒
類
提
供
や
県
を
ま
た

ぐ
移
動
の
容
認
、
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
の
人
数
制
限
も
緩
和
す
る
内
容

で
、
制
限
緩
和
は
段
階
的
に
行
い
、

国
民
的
な
議
論
を
踏
ま
え
具
体
化

を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
勝
山
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
国
、
県
の
方
針
を
注
視
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
補
助
制
度
は
、
補
助
率

が
８
割
、
最
大
５
０
０
万
円
で
、
10

名
の
申
請
者
に
総
額
３
９
０
０
万

円
（
最
大
５
０
０
万
円
の
申
請
者

２
名
、
最
小
１
８
０
万
円
の
申
請

者
１
名
）を
補
助
し
て
い
る
。
市
内

多
く
の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
飲
食

店
や
そ
の
他
の
事
業
者
に
と
っ

て
、こ
の
政
策
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
公
平
で
有
効
な
の
か
。
本
制
度

の
申
請
内
容
の
説
明
と
進
捗
状

況
、
お
よ
び
事
業
の
検
証
作
業
の

有
無
を
伺
う
。

　
　
申
請
者
は
、
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
の
指
導
の
も
と
補
助
申

請
書
や
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、

そ
の
事
業
効
果
や
継
続
性
等
を
商

業
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ

て
審
査
・
評
価
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
内
容
を
再
検
討
し
た
う

え
で
見
積
書
等
を
添
付
し
、
正
式

に
申
請
す
る
こ
と
と
な
る
。
現

在
、
全
て
の
申
請
者
の
交
付
決
定

を
終
え
、
申
請
者
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
補
助
要
件
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
の
取
組

実
施
状
況
や
経
営
状
況
等
の
報
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
、

そ
の
経
過
報
告
書
を
も
っ
て
検
証

を
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
こ
の
３
年
間
、
加
入
者
へ
の

負
担
軽
減
の
質
問
に
は
毎
回
、
将

来
予
想
さ
れ
る
保
険
税
率
の
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
使
用
す
る
と
市

は
答
弁
し
て
き
た
が
、
現
在
、
自

営
業
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

売
り
上
げ
が
激
減
し
、
高
い
国
民

健
康
保
険
税
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
国
に
は
公
費
の
増
額
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
国
保
基
金
の
一
部

を
、
早
急
な
加
入
者
救
済
対
応
と

し
て
、
加
入
者
１
人
当
た
り
１
万

円
を
減
額
す
る
た
め
に
使
用
で
き

な
い
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令

和
７
年
度
ま
で
の
間
、
加
入
者
数

の
減
少
や
加
入
者
の
高
齢
化
割
合

の
変
化
等
で
、
保
険
税
収
入
や
前

期
高
齢
者
交
付
金
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
反
面
、
一
人
当
た
り
の

保
険
給
付
額
や
後
期
高
齢
者
支
援

金
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

加
入
者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
の
制
度
改
正
後
、

基
金
を
取
り
崩
さ
ず
繰
越
金
を
活

用
し
て
加
入
者
の
負
担
増
加
の
抑

制
を
図
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
一
人
当
た
り
の
負
担
が

急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
基
金
を

取
り
崩
し
て
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
済

的
な
理
由
で
生
理
用
品
を
買
え
な

い
「
生
理
の
貧
困
」
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。
困
窮
す
る
女
性
や

子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
生
理

用
品
の
無
償
配
布
を
通
し
て
、

困
っ
て
い
る
女
性
の
背
景
に
向
き

合
い
、
悩
み
に
寄
り
添
う
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
な

理
由
に
加
え
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク

ト
等
、
家
庭
環
境
の
深
刻
さ
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
市
で
は「
生
理
の
貧
困
」
だ
け
に

特
化
し
た
支
援
で
は
な
く
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
る
家
庭
を
要
保
護

児
童
対
策
協
議
会
で
取
り
上
げ
、

要
保
護
家
庭
と
し
て
把
握
し
、
支

援
し
て
い
る
。

　
現
在
、
生
理
用
品
が
買
え
な

い
と
い
っ
た
相
談
は
な
い
が
、
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
種
相
談
窓
口
に
関
す
る
情
報

発
信
や
各
種
支
援
制
度
を
掲
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

で
は
、
生
理
用
品
を
忘
れ
た
り
、

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
保
健
室
で
対

応
し
て
い
る
。

　
　
日
本
の
地
方
は
今
、
ど
こ
も

少
子
高
齢
化
に
人
口
減
少
と
い
う

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が「
縮
充
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ

は
、「
人
口
こ
そ
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
住
ん
で
い
る
人
々
は
む
し
ろ

充
実
し
て
い
る
」
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

例
え
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
、一

人
一
人
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
縮
小
し
な
が
ら
も
充
実
し
た

地
域
を
つ
く
り
、
人
生
を
送
る
た

め
に
は
、
年
齢
、
性
別
等
の
分
け

隔
て
な
い
多
く
の
市
民
等
の
参
画

の
機
会
と
実
践
に
つ
い
て
地
域
の

中
で
真
剣
に
取
り
組
み
、
行
政
は

そ
れ
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ち
に
楽
し

さ
が
生
ま
れ
、
や
が
て
は
移
住
・

定
住
促
進
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。
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一般質問Q&A
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● 新型コロナウイルス対策について ● 「生理貧困」に寄り添う支援について
● 人口減少でも充実して活きられる縮充のまち
   づくりについて　他

● 勝山市立中学校再編計画（案）について
● 自然と歴史文化遺産を活かしたまちづくり

● キッチンカー補助制度について
● 国民健康保険税について　他

び
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ょ
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山
村
留
学
の
た
め
当
市
に
来

ら
れ
た
親
子
に
対
し
、
ア
パ
ー
ト

や
借
家
等
の
家
賃
を
全
額
補
助

し
、
山
村
留
学
を
全
面
的
に
応
援

し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
の
場
合

（
＝
里
親
式
の
留
学
）
に
は
、
５

年
以
上
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
条
件
に
自
宅
改
修
費
の

50
％
（
最
高
３
０
０
万
円
ま
で
）

の
補
助
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
北
谷
地
区
の
か
つ
や
ま
子

ど
も
の
村
小
中
学
校
へ
の
入
学
を

希
望
し
、
移
住
を
検
討
す
る
ご

家
族
が
毎
年
い
る
こ
と
か
ら
、
山

村
留
学
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
と

考
え
る
。

　
ま
ず
は
、
市
出
身
者
な
ど
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
な
が
ら
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
充
実
し
た
子
育

て
支
援
策
等
、
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
推
進
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
今
後
、
山
村
留
学
に
つ
い
て
先

進
地
の
事
例
を
研
究
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
し
た
方
の
実
態
や
移
住
希

望
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
家
賃

支
援
制
度
や
住
宅
改
修
に
係
る
補

助
制
度
等
の
新
た
な
補
助
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
近
年
の
異
常
気
象
（
豪
雨
豪

雪
）
は
想
定
を
超
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
地
域

住
民
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
希

望
す
る
場
所
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
最
近
の
カ
メ
ラ
は
、
動
画
や

写
真
を
そ
の
地
域
の
防
災
士
や
区

長
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
仕
様
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
検
討

す
べ
き
だ
。

　
　
県
に
対
し
て
県
管
理
河
川
の

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
を
要
望

す
る
。
ま
た
、
市
管
理
河
川
の
監

視
に
は
、
今
冬
か
ら
市
道
融
雪
路

線
の
監
視
用
と
し
て
導
入
す
る
監

視
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
予
定
で
、

春
か
ら
秋
は
河
川
の
監
視
用
と

し
て
、
冬
は
市
道
の
監
視
用
と

し
て
１
年
を
通
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。

　
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
、
市
民

の
自
主
的
な
避
難
判
断
を
促
し
、

い
ち
早
い
避
難
行
動
に
繋
が
る
観

点
か
ら
最
適
な
箇
所
を
、
区
長
、

消
防
団
員
等
と
協
議
し
て
決
定
し

た
い
。

　
　
現
在
の
中
学
校
の
給
食
は
、

市
内
の
業
者
に
委
託
し
、
弁
当
を

配
達
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
再

編
し
て
新
中
学
校
１
校
と
な
る
場

合
、
小
学
校
の
よ
う
に
給
食
室
を

設
置
し
て
給
食
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
魅
力
化
の
１
つ
と
し
て
、

勝
山
高
校
の
生
徒
に
も
給
食
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
議
員
ご
提
案
の
自
校
式
給
食

と
し
て
、
そ
れ
を
高
校
生
に
も
提

供
で
き
れ
ば
、
中
学
生
や
高
校

生
、
そ
の
保
護
者
に
も
歓
迎
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

施
設
整
備
費
用
や
調
理
師
の
確
保

等
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

勝
山
高
校
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
仕
事
を
休
め
な
い
両
親
に
代

わ
り
、
保
育
園
送
迎
な
ど
孫
守
り

の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た
り
、
同

僚
に
気
兼
ね
し
な
が
ら
有
給
休
暇

を
使
っ
て
い
る
祖
父
母
の
た
め

に
、
市
役
所
で
「
祖
父
母
の
育
児

休
暇
制
度
」
を
作
り
、
市
内
に
広

め
て
ほ
し
い
。

　
　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
で
は
、
休
業
は
子

を
養
育
す
る
場
合
に
限
ら
れ
、
孫

を
対
象
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

当
市
職
員
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な

休
暇
制
度
も
な
い
。

　
県
は
、
平
成
27
年
に
祖
父
母
の

育
児
休
暇
取
得
奨
励
金
制
度
を
創

設
し
た
が
、
現
在
は
廃
止
と
な

り
、
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促

進
や
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
取

得
促
進
な
ど
視
点
を
変
え
て
奨
励

金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
職
員
が
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
職
場
の
雰
囲
気
づ

く
り
や
、
業
務
遂
行
に
お
け
る
相

互
応
援
体
制
の
確
保
を
行
い
、
祖

父
母
を
対
象
と
し
た
育
児
休
暇
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
や
職
員

組
合
な
ど
と
の
協
議
の
中
で
研
究

し
て
い
く
。

　
　
今
年
１
月
大
雪
の
際
に
本
町

地
区
で
起
き
た
６
件
の
家
屋
へ
の

浸
水
原
因
は
、
旧
勝
山
町
の
網
状

水
路
系
統
に
上
流
か
ら
の
投
雪
が

２
号
水
路
で
詰
ま
り
、
坂
道
に
溢

れ
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
今
後
こ
の
よ
う
な
浸
水
被
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
水
路
の

改
善
と
流
雪
規
制
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
た
、
融
雪
装
置
が
機
能
し

な
か
っ
た
点
、
除
雪
さ
れ
て
い
な

い
道
路
が
散
見
さ
れ
た
事
案
に
つ

い
て
、
理
事
者
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
令
和
３
年
１
月
の
大
雪
の
際

の
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
、
水
路
の

水
量
を
減
ら
す
対
策
や
新
規
水
路

の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
し
、
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、

流
雪
時
間
帯
の
整
理
等
、
市
の
対

策
と
地
元
区
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

　
融
雪
装
置
や
除
雪
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
、
次
の
３
点
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

・
融
雪
設
備
を
遠
方
監
視
し
、
融

雪
ポ
ン
プ
を
強
制
運
転
で
き
る
よ

う
改
修
す
る
。

・
融
雪
路
線
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
遠
方
監
視
す
る
。

・
除
雪
車
に
衛
星
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
搭
載
し
て
、

作
業
状
況
を
管
理
す
る
。

　
　
国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
向
け
て
最
大
５
０
０

０
円
の
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
事

業
を
行
い
、
県
も
独
自
に
県
産
品

の
セ
ッ
ト
を
贈
呈
す
る
な
ど
し
て

い
る
。

　
勝
山
市
の
普
及
状
況
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
理
事
者
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
８
月
末
現
在
の
勝
山
市
の
普

及
率
は
、
県
内
ト
ッ
プ
の
45･

58
％

で
、
年
内
に
50
％
を
達
成
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
申
請
者
に
３
０
０
０
円
分
の
電

子
マ
ネ
ー
等
を
贈
呈
す
る
市
独
自

の
普
及
促
進
策
等
に
加
え
、
家
庭

へ
職
員
が
訪
問
し
個
別
に
申
請
対

応
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

い
き
た
い
。

　
　
市
内
の
、
特
に
村
部
で
は
区

民
の
減
少
に
よ
り
、
区
の
活
動
の

一
人
当
た
り
の
負
担
増
、
一
世
帯

当
た
り
の
区
費
を
高
く
せ
ざ
る
を

得
な
い
区
が
出
て
き
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
う
い
っ
た
区
は
増

え
、
区
費
や
区
の
活
動
量
の
格
差

が
発
生
し
、
ま
た
離
れ
て
い
く
と

い
う
悪
循
環
が
加
速
す
る
と
予
想

さ
れ
る
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
市
内
10
地
区
で
の
市
民
意
見

交
換
会
で
も
、
区
の
存
続
に
つ
い

て
不
安
視
す
る
声
が
あ
っ
た
。
現

在
、
市
内
に
１
１
２
の
区
が
あ
る

が
、
市
の
行
政
区
で
あ
る
と
と
も

に
、
長
年
に
わ
た
り
伝
統
・
文

化
・
歴
史
を
培
っ
て
き
た
自
然
発

生
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
の
側
面
も
あ
る
。

　
行
政
と
の
関
係
の
こ
と
で
負
担

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
小
規
模
な
区

に
は
、
行
政
と
の
関
係
だ
け
を
近

隣
の
区
に
委
ね
る
方
式
や
、
複
数

の
区
が
連
携
し
て
一
つ
の
区
に
な

る
方
式
等
、
文
化
伝
統
を
後
世
に

残
し
な
が
ら
負
担
と
な
る
部
分
の

軽
減
を
図
る
方
法
を
研
究
し
、
実

態
に
応
じ
た
区
の
あ
り
方
、
持
続

可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
勝
山
市

総
合
計
画
に
お
い
て
提
案
し
て
い

き
た
い
。

　
　
小
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
じ

め
に
遭
い
、
そ
の
際
、
教
職
員
か

ら
不
適
切
と
捉
え
ら
れ
る
発
言
が

あ
り
、
保
護
者
が
憤
慨
し
た
と
の

相
談
を
受
け
た
。

 

市
は
こ
う
い
う
事
案
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
議
員
ご
指
摘
の
発
言
に
つ
い

て
該
当
校
に
確
認
し
、
そ
の
発
言

で
保
護
者
が
不
愉
快
な
気
持
ち
に

な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
配
慮
に
欠
け

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
教
育
委
員

会
か
ら
、
教
職
員
は
保
護
者
や
児

童
・
生
徒
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
考
え
て
発
言
す
る
よ
う
指
導
を

行
っ
た
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

● 市内各区の人口減少に伴う弊害について
● 教職員の発言について　他

● 中学校再編について
● 「祖父母の育児休暇取得」について　他

● 大手坂水路並びに旧勝山町の網状水路系統について
● マイナンバーカードの普及について　他

● 山村留学について
● 防災について　他

松
本
聖
司
郎
議
員
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風
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・
公
明

下
牧
一
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

下
道
惠
子
議
員

 

市
政
会

丸
山
忠
男
議
員
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政
会
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山
村
留
学
の
た
め
当
市
に
来

ら
れ
た
親
子
に
対
し
、
ア
パ
ー
ト

や
借
家
等
の
家
賃
を
全
額
補
助

し
、
山
村
留
学
を
全
面
的
に
応
援

し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
の
場
合

（
＝
里
親
式
の
留
学
）
に
は
、
５

年
以
上
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
条
件
に
自
宅
改
修
費
の

50
％
（
最
高
３
０
０
万
円
ま
で
）

の
補
助
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
北
谷
地
区
の
か
つ
や
ま
子

ど
も
の
村
小
中
学
校
へ
の
入
学
を

希
望
し
、
移
住
を
検
討
す
る
ご

家
族
が
毎
年
い
る
こ
と
か
ら
、
山

村
留
学
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
と

考
え
る
。

　
ま
ず
は
、
市
出
身
者
な
ど
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
な
が
ら
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
充
実
し
た
子
育

て
支
援
策
等
、
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
推
進
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
今
後
、
山
村
留
学
に
つ
い
て
先

進
地
の
事
例
を
研
究
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
し
た
方
の
実
態
や
移
住
希

望
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
家
賃

支
援
制
度
や
住
宅
改
修
に
係
る
補

助
制
度
等
の
新
た
な
補
助
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
近
年
の
異
常
気
象
（
豪
雨
豪

雪
）
は
想
定
を
超
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
地
域

住
民
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
希

望
す
る
場
所
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
最
近
の
カ
メ
ラ
は
、
動
画
や

写
真
を
そ
の
地
域
の
防
災
士
や
区

長
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
仕
様
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
検
討

す
べ
き
だ
。

　
　
県
に
対
し
て
県
管
理
河
川
の

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
を
要
望

す
る
。
ま
た
、
市
管
理
河
川
の
監

視
に
は
、
今
冬
か
ら
市
道
融
雪
路

線
の
監
視
用
と
し
て
導
入
す
る
監

視
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
予
定
で
、

春
か
ら
秋
は
河
川
の
監
視
用
と

し
て
、
冬
は
市
道
の
監
視
用
と

し
て
１
年
を
通
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。

　
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
、
市
民

の
自
主
的
な
避
難
判
断
を
促
し
、

い
ち
早
い
避
難
行
動
に
繋
が
る
観

点
か
ら
最
適
な
箇
所
を
、
区
長
、

消
防
団
員
等
と
協
議
し
て
決
定
し

た
い
。

　
　
現
在
の
中
学
校
の
給
食
は
、

市
内
の
業
者
に
委
託
し
、
弁
当
を

配
達
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
再

編
し
て
新
中
学
校
１
校
と
な
る
場

合
、
小
学
校
の
よ
う
に
給
食
室
を

設
置
し
て
給
食
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
魅
力
化
の
１
つ
と
し
て
、

勝
山
高
校
の
生
徒
に
も
給
食
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
議
員
ご
提
案
の
自
校
式
給
食

と
し
て
、
そ
れ
を
高
校
生
に
も
提

供
で
き
れ
ば
、
中
学
生
や
高
校

生
、
そ
の
保
護
者
に
も
歓
迎
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

施
設
整
備
費
用
や
調
理
師
の
確
保

等
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

勝
山
高
校
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
仕
事
を
休
め
な
い
両
親
に
代

わ
り
、
保
育
園
送
迎
な
ど
孫
守
り

の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た
り
、
同

僚
に
気
兼
ね
し
な
が
ら
有
給
休
暇

を
使
っ
て
い
る
祖
父
母
の
た
め

に
、
市
役
所
で
「
祖
父
母
の
育
児

休
暇
制
度
」
を
作
り
、
市
内
に
広

め
て
ほ
し
い
。

　
　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
で
は
、
休
業
は
子

を
養
育
す
る
場
合
に
限
ら
れ
、
孫

を
対
象
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

当
市
職
員
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な

休
暇
制
度
も
な
い
。

　
県
は
、
平
成
27
年
に
祖
父
母
の

育
児
休
暇
取
得
奨
励
金
制
度
を
創

設
し
た
が
、
現
在
は
廃
止
と
な

り
、
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促

進
や
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
取

得
促
進
な
ど
視
点
を
変
え
て
奨
励

金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
職
員
が
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
職
場
の
雰
囲
気
づ

く
り
や
、
業
務
遂
行
に
お
け
る
相

互
応
援
体
制
の
確
保
を
行
い
、
祖

父
母
を
対
象
と
し
た
育
児
休
暇
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
や
職
員

組
合
な
ど
と
の
協
議
の
中
で
研
究

し
て
い
く
。

　
　
今
年
１
月
大
雪
の
際
に
本
町

地
区
で
起
き
た
６
件
の
家
屋
へ
の

浸
水
原
因
は
、
旧
勝
山
町
の
網
状

水
路
系
統
に
上
流
か
ら
の
投
雪
が

２
号
水
路
で
詰
ま
り
、
坂
道
に
溢

れ
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
今
後
こ
の
よ
う
な
浸
水
被
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
水
路
の

改
善
と
流
雪
規
制
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
た
、
融
雪
装
置
が
機
能
し

な
か
っ
た
点
、
除
雪
さ
れ
て
い
な

い
道
路
が
散
見
さ
れ
た
事
案
に
つ

い
て
、
理
事
者
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
令
和
３
年
１
月
の
大
雪
の
際

の
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
、
水
路
の

水
量
を
減
ら
す
対
策
や
新
規
水
路

の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
し
、
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、

流
雪
時
間
帯
の
整
理
等
、
市
の
対

策
と
地
元
区
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

　
融
雪
装
置
や
除
雪
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
、
次
の
３
点
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

・
融
雪
設
備
を
遠
方
監
視
し
、
融

雪
ポ
ン
プ
を
強
制
運
転
で
き
る
よ

う
改
修
す
る
。

・
融
雪
路
線
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
遠
方
監
視
す
る
。

・
除
雪
車
に
衛
星
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
搭
載
し
て
、

作
業
状
況
を
管
理
す
る
。

　
　
国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
向
け
て
最
大
５
０
０

０
円
の
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
事

業
を
行
い
、
県
も
独
自
に
県
産
品

の
セ
ッ
ト
を
贈
呈
す
る
な
ど
し
て

い
る
。

　
勝
山
市
の
普
及
状
況
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
理
事
者
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
８
月
末
現
在
の
勝
山
市
の
普

及
率
は
、
県
内
ト
ッ
プ
の
45･

58
％

で
、
年
内
に
50
％
を
達
成
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
申
請
者
に
３
０
０
０
円
分
の
電

子
マ
ネ
ー
等
を
贈
呈
す
る
市
独
自

の
普
及
促
進
策
等
に
加
え
、
家
庭

へ
職
員
が
訪
問
し
個
別
に
申
請
対

応
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

い
き
た
い
。

　
　
市
内
の
、
特
に
村
部
で
は
区

民
の
減
少
に
よ
り
、
区
の
活
動
の

一
人
当
た
り
の
負
担
増
、
一
世
帯

当
た
り
の
区
費
を
高
く
せ
ざ
る
を

得
な
い
区
が
出
て
き
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
う
い
っ
た
区
は
増

え
、
区
費
や
区
の
活
動
量
の
格
差

が
発
生
し
、
ま
た
離
れ
て
い
く
と

い
う
悪
循
環
が
加
速
す
る
と
予
想

さ
れ
る
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
市
内
10
地
区
で
の
市
民
意
見

交
換
会
で
も
、
区
の
存
続
に
つ
い

て
不
安
視
す
る
声
が
あ
っ
た
。
現

在
、
市
内
に
１
１
２
の
区
が
あ
る

が
、
市
の
行
政
区
で
あ
る
と
と
も

に
、
長
年
に
わ
た
り
伝
統
・
文

化
・
歴
史
を
培
っ
て
き
た
自
然
発

生
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
の
側
面
も
あ
る
。

　
行
政
と
の
関
係
の
こ
と
で
負
担

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
小
規
模
な
区

に
は
、
行
政
と
の
関
係
だ
け
を
近

隣
の
区
に
委
ね
る
方
式
や
、
複
数

の
区
が
連
携
し
て
一
つ
の
区
に
な

る
方
式
等
、
文
化
伝
統
を
後
世
に

残
し
な
が
ら
負
担
と
な
る
部
分
の

軽
減
を
図
る
方
法
を
研
究
し
、
実

態
に
応
じ
た
区
の
あ
り
方
、
持
続

可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
勝
山
市

総
合
計
画
に
お
い
て
提
案
し
て
い

き
た
い
。

　
　
小
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
じ

め
に
遭
い
、
そ
の
際
、
教
職
員
か

ら
不
適
切
と
捉
え
ら
れ
る
発
言
が

あ
り
、
保
護
者
が
憤
慨
し
た
と
の

相
談
を
受
け
た
。

 

市
は
こ
う
い
う
事
案
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
議
員
ご
指
摘
の
発
言
に
つ
い

て
該
当
校
に
確
認
し
、
そ
の
発
言

で
保
護
者
が
不
愉
快
な
気
持
ち
に

な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
配
慮
に
欠
け

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
教
育
委
員

会
か
ら
、
教
職
員
は
保
護
者
や
児

童
・
生
徒
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
考
え
て
発
言
す
る
よ
う
指
導
を

行
っ
た
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

● 市内各区の人口減少に伴う弊害について
● 教職員の発言について　他

● 中学校再編について
● 「祖父母の育児休暇取得」について　他

● 大手坂水路並びに旧勝山町の網状水路系統について
● マイナンバーカードの普及について　他

● 山村留学について
● 防災について　他

松
本
聖
司
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

下
牧
一
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

下
道
惠
子
議
員

 

市
政
会

丸
山
忠
男
議
員

 

市
政
会

７ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月） ８議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）



　
　
①
新
中
学
校
独
自
の
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
、
成
器
西

小
学
校
の
連
携
で
の
新
中
学
校
建

設
に
つ
い
て
伺
う
。

　
②
県
会
議
員
が
併
設
に
つ
い

て
市
が
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

県
会
で
質
問
し
た
の
は
ど
う
し

て
か
。

　
　
①
中
高
併
設
に
伴
う
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
市

民
意
見
交
換
会
等
で
高
志
中
高
校

と
の
比
較
か
ら
面
積
や
生
徒
数
的

に
可
能
だ
が
、
工
夫
と
調
整
は
必

要
と
な
る
旨
の
説
明
を
し
て
き
て

お
り
、
議
員
ご
提
案
の
中
学
校
独

自
の
体
育
館
の
設
置
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
保
有
は
困
難
と
考
え
る
。

 

ま
た
、
成
器
西
小
学
校
と
勤
労

者
体
育
館
跡
地
を
活
用
し
た
新
中

学
校
の
提
案
は
、
そ
の
中
で
中
学

校
専
用
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
が
不
可
能
で
あ
る
等
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
②
議
員
本
人
は
、
県
に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
決
し
て
こ
の
構
想
が
勝
山
市

で
決
定
し
た
と
の
前
提
で
の
質
問

で
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
勝
山
市
指
定
文
化
財
史
跡
小

笠
原
家
累
代
廟
所
の
修
繕
・
保
全
・

今
後
の
活
用
研
究
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
小
笠
原
家
の
廟
所
が
あ
る
開

善
寺
の
管
理
者
に
お
聞
き
す
る

と
、
長
年
に
わ
た
る
市
内
の
障
害

者
グ
ル
ー
プ
や
観
光
ガ
イ
ド
、
地

域
の
方
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
等
に
よ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
の
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
基
本
的
に
全
て
の
文
化
財
は
、

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
責
任
に

お
い
て
管
理
さ
れ
、
修
繕
が
必
要

な
場
合
は
、
勝
山
市
文
化
財
補
助

金
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
小
笠
原
家
の
廟
所
が

開
善
寺
の
管
理
下
に
あ
る
と
同
時

に
個
人
の
墓
と
し
て
の
位
置
付
け

が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、

管
理
者
や
関
係
団
体
等
と
廟
所
の

修
繕
・
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
非
常
に
感
染
力
を
持
つ
デ
ル

タ
株
は
、
通
常
の
ウ
イ
ル
ス
よ
り

も
２
倍
か
ら
３
倍
の
感
染
力
を

持
っ
て
い
る
。

　
第
５
波
だ
け
で
１
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
福
井
県
。
９
月
７
日

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、

12
歳
以
上
の
対
象
者
約
70
万
人
の

う
ち
、
２
回
接
種
し
た
人
は
約
41

万
人
、
１
回
接
種
し
た
人
は
約
50

万
人
。

　
３
日
の
発
表
で
は
、
感
染
者
の

約
94
％
が
未
接
種
で
、
そ
の
う
ち

30
歳
ま
で
が
64
％
を
占
め
、
20
代

の
感
染
者
割
合
26
％
が
最
も
多

か
っ
た
。

　
65
歳
以
上
の
人
が
９
割
近
く
２

回
の
接
種
を
終
え
た
一
方
、
40
歳

未
満
の
人
の
割
合
は
４
割
に
満
た

な
い
中
、
早
く
接
種
予
約
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　
①
勝
山
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
②
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
飲

食
店
等
の
支
援
は
ど
う
か
。

　
③
希
望
者
の
接
種
後
の
全
体
的

な
緩
和
は
ど
う
か
。

　
　
①
９
月
13
日
現
在
、
12
歳
以

上
の
対
象
者
２
万
７
１
９
人
の
う

ち
、
１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
１

万
６
８
０
１
人
で
81･

１
％
、
２
回

目
を
接
種
し
た
人
は
１
万
５
４
５

２
人
で
74･

５
％
。
40
歳
未
満
で
は
、

１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
59･

６
％
、
２
回
目
を
接
種
し
た
人
は

44･

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
食
事
代
か
ら
２
０
０
０
円
を

割
り
引
く
「
お
座
敷
体
験
ク
ー
ポ

ン
券
」
は
、
９
月
末
ま
で
期
間
を

延
長
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
現
在
発
行
を
中
断
し
て
い

る
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
食

事
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
資
金
償
還
支
援

補
助
金
の
実
施
や
、
電
子
マ
ネ
ー

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
観

光
バ
ス
活
用
等
、
飲
食
店
以
外

へ
の
業
種
に
も
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
③
政
府
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
展
を
見
据
え
、
９
月
９
日
に
行

動
宣
言
緩
和
に
向
け
た
「
基
本
的

方
向
性
」
を
決
定
し
た
。
希
望
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
目
指
す

11
月
ご
ろ
を
念
頭
に
、
接
種
証
明

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
陰
性
証
明
を

活
用
し
た
緊
急
事
態
宣
言
下
で
も

飲
食
店
の
酒
類
提
供
や
県
を
ま
た

ぐ
移
動
の
容
認
、
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
の
人
数
制
限
も
緩
和
す
る
内
容

で
、
制
限
緩
和
は
段
階
的
に
行
い
、

国
民
的
な
議
論
を
踏
ま
え
具
体
化

を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
勝
山
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
国
、
県
の
方
針
を
注
視
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
補
助
制
度
は
、
補
助
率

が
８
割
、
最
大
５
０
０
万
円
で
、
10

名
の
申
請
者
に
総
額
３
９
０
０
万

円
（
最
大
５
０
０
万
円
の
申
請
者

２
名
、
最
小
１
８
０
万
円
の
申
請

者
１
名
）を
補
助
し
て
い
る
。
市
内

多
く
の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
飲
食

店
や
そ
の
他
の
事
業
者
に
と
っ

て
、こ
の
政
策
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
公
平
で
有
効
な
の
か
。
本
制
度

の
申
請
内
容
の
説
明
と
進
捗
状

況
、
お
よ
び
事
業
の
検
証
作
業
の

有
無
を
伺
う
。

　
　
申
請
者
は
、
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
の
指
導
の
も
と
補
助
申

請
書
や
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、

そ
の
事
業
効
果
や
継
続
性
等
を
商

業
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ

て
審
査
・
評
価
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
内
容
を
再
検
討
し
た
う

え
で
見
積
書
等
を
添
付
し
、
正
式

に
申
請
す
る
こ
と
と
な
る
。
現

在
、
全
て
の
申
請
者
の
交
付
決
定

を
終
え
、
申
請
者
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
補
助
要
件
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
の
取
組

実
施
状
況
や
経
営
状
況
等
の
報
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
、

そ
の
経
過
報
告
書
を
も
っ
て
検
証

を
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
こ
の
３
年
間
、
加
入
者
へ
の

負
担
軽
減
の
質
問
に
は
毎
回
、
将

来
予
想
さ
れ
る
保
険
税
率
の
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
使
用
す
る
と
市

は
答
弁
し
て
き
た
が
、
現
在
、
自

営
業
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

売
り
上
げ
が
激
減
し
、
高
い
国
民

健
康
保
険
税
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
国
に
は
公
費
の
増
額
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
国
保
基
金
の
一
部

を
、
早
急
な
加
入
者
救
済
対
応
と

し
て
、
加
入
者
１
人
当
た
り
１
万

円
を
減
額
す
る
た
め
に
使
用
で
き

な
い
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令

和
７
年
度
ま
で
の
間
、
加
入
者
数

の
減
少
や
加
入
者
の
高
齢
化
割
合

の
変
化
等
で
、
保
険
税
収
入
や
前

期
高
齢
者
交
付
金
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
反
面
、
一
人
当
た
り
の

保
険
給
付
額
や
後
期
高
齢
者
支
援

金
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

加
入
者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
の
制
度
改
正
後
、

基
金
を
取
り
崩
さ
ず
繰
越
金
を
活

用
し
て
加
入
者
の
負
担
増
加
の
抑

制
を
図
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
一
人
当
た
り
の
負
担
が

急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
基
金
を

取
り
崩
し
て
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
済

的
な
理
由
で
生
理
用
品
を
買
え
な

い
「
生
理
の
貧
困
」
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。
困
窮
す
る
女
性
や

子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
生
理

用
品
の
無
償
配
布
を
通
し
て
、

困
っ
て
い
る
女
性
の
背
景
に
向
き

合
い
、
悩
み
に
寄
り
添
う
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
な

理
由
に
加
え
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク

ト
等
、
家
庭
環
境
の
深
刻
さ
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
市
で
は「
生
理
の
貧
困
」
だ
け
に

特
化
し
た
支
援
で
は
な
く
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
る
家
庭
を
要
保
護

児
童
対
策
協
議
会
で
取
り
上
げ
、

要
保
護
家
庭
と
し
て
把
握
し
、
支

援
し
て
い
る
。

　
現
在
、
生
理
用
品
が
買
え
な

い
と
い
っ
た
相
談
は
な
い
が
、
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
種
相
談
窓
口
に
関
す
る
情
報

発
信
や
各
種
支
援
制
度
を
掲
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

で
は
、
生
理
用
品
を
忘
れ
た
り
、

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
保
健
室
で
対

応
し
て
い
る
。

　
　
日
本
の
地
方
は
今
、
ど
こ
も

少
子
高
齢
化
に
人
口
減
少
と
い
う

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が「
縮
充
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ

は
、「
人
口
こ
そ
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
住
ん
で
い
る
人
々
は
む
し
ろ

充
実
し
て
い
る
」
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

例
え
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
、一

人
一
人
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
縮
小
し
な
が
ら
も
充
実
し
た

地
域
を
つ
く
り
、
人
生
を
送
る
た

め
に
は
、
年
齢
、
性
別
等
の
分
け

隔
て
な
い
多
く
の
市
民
等
の
参
画

の
機
会
と
実
践
に
つ
い
て
地
域
の

中
で
真
剣
に
取
り
組
み
、
行
政
は

そ
れ
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ち
に
楽
し

さ
が
生
ま
れ
、
や
が
て
は
移
住
・

定
住
促
進
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

● 新型コロナウイルス対策について ● 「生理貧困」に寄り添う支援について
● 人口減少でも充実して活きられる縮充のまち
   づくりについて　他

● 勝山市立中学校再編計画（案）について
● 自然と歴史文化遺産を活かしたまちづくり

● キッチンカー補助制度について
● 国民健康保険税について　他

び
ょ
う
し
ょ

安
岡
孝
一
議
員

 

新
風
会
・
公
明

高
間
清
一
議
員

 

市
民
の
会

久
保
幸
治
議
員

 

日
本
共
産
党

冨
士
根
信
子
議
員

 

市
民
の
会
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一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
10
年
に
１
度
の

良
い
機
会
と
捉
え
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
市
政
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち

に
分
か
り
や
す
く
し
た
「
子
ど

も
版
総
合
計
画
」
の
策
定
を
提

案
し
た
い
。

　
　
子
ど
も
版
総
合
計
画
に
つ
い

て
は
、
変
化
が
激
し
い
社
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
「
問
題
発
見
・
解
決
力
」

を
養
う
ツ
ー
ル
と
し
て
市
内
小
・

中
学
校
で
活
用
で
き
る
内
容
に
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
勝
山
市
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
４
年
度
初
め

に
は
作
成
、
配
付
し
た
い
。

※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
：
都
市
に
対
す

る
市
民
の
誇
り
や
愛
着
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

自
分
自
身
が
関
わ
る
当
事
者
意
識
に

基
づ
く
自
負
心

　
　
各
地
区
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
や
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
集
約
す
る
な
ど
、
自
主

防
災
組
織
間
で
情
報
共
有
が
で
き

る
体
制
を
整
え
、
適
正
な
活
動
促

進
・
育
成
・
防
災
訓
練
な
ど
を
進

め
て
、
地
域
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
創
設
す
べ
き
だ
。

　
　
現
在
の
自
主
防
災
組
織
の
数

は
、
全
１
１
２
地
区
の
内
65
地
区

68
組
織
で
、
組
織
率
が
58
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
組
織
率
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
区
長

会
や
県
防
災
士
会
等
と
協
議
を
進

め
、
来
年
度
中
の
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
設
立
に
努
め
た
い
。

　
　
文
部
科
学
省
は
、
新
た
な
時

代
の
学
び
に
合
わ
せ
、
学
校
施
設

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
教
室
を
広

く
し
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
こ
と
等
を
提
言
し
た
。
県
内
で

も
教
室
形
態
が
大
き
く
変
化
し
た

学
校
が
あ
り
、
現
在
の
教
室
等
の

配
置
と
大
き
な
空
間
に
驚
く
ほ
ど

の
違
い
が
あ
る
。

 

今
後
の
中
学
校
再
編
に
向
け
て
、

文
科
省
の
推
奨
に
沿
っ
た
計
画
や

他
学
校
へ
の
視
察
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
中
学
校
の
再
編
計
画
が
認
め

ら
れ
た
後
、
専
門
家
等
を
交
え
た

建
設
部
会
等
を
立
ち
上
げ
、
施
設

機
能
等
の
検
討
に
入
り
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
通
じ
た
新
た
な
提
案

を
盛
り
込
ん
だ
設
計
を
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

は
福
井
市
の
明
道
中
学
校
や
敦
賀

市
の
角
鹿
小
中
学
校
を
視
察
し
て

い
る
が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
「
勝
山
市
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
」
に
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

35
年
度
ま
で
の
大
規
模
改
修
計
画

や
修
繕
計
画
の
費
用
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
の
修
繕

想
定
金
額
と
当
初
予
算
で
は
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
過

去
の
改
修
や
修
繕
内
容
、
40
年
後

ま
で
の
修
繕
等
の
計
画
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
中
学
校
再
編
後
の
現
中

学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
現
状
で

具
体
的
な
案
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　
こ
の
計
画
で
は
、
各
施
設
構

造
や
規
模
等
か
ら
単
純
に
割
り
出

し
た
金
額
だ
が
、
40
年
間
で
約
１

０
５
５
億
円
の
施
設
更
新
等
の
費

用
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
計
画
の
中
で
、
各
施
設
の
令

和
７
年
ま
で
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
施
設
管
理
者
と
市
の
建

築
技
師
が
施
設
を
点
検
し
て
い
る

が
、
40
年
間
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
更
新
し
て
い
く
こ
と

は
、
作
業
量
が
膨
大
で
非
常
に
困

難
と
考
え
る
。

 

現
状
の
修
繕
計
画
を
そ
の
都
度

修
正
し
、
各
施
設
ご
と
の
施
設
カ

ル
テ
を
活
用
し
な
が
ら
適
切
な
管

理
に
努
め
た
い
。

　
な
お
、
国
の
予
算
の
前
倒
し
等

に
よ
り
改
修
・
修
繕
を
早
め
る

場
合
も
あ
り
、
当
初
の
修
繕
計

画
と
最
新
の
修
繕
計
画
で
金
額
の

増
減
が
生
じ
る
が
、
予
算
の
関
係

で
必
要
な
修
繕
を
行
わ
な
い
こ
と

は
な
い
。

　
中
学
校
再
編
後
の
３
中
学
校
の

跡
地
の
活
用
案
は
、
現
時
点
で
は

な
い
。
地
権
者
や
地
元
の
意
見
、

市
の
考
え
方
を
交
え
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

　
「
福
井
県
緊
急
事
態
宣
言
」発

出
前
か
ら
、
夏
休
み
の
小
学
生
の

プ
ー
ル
開
放
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
学
校
ご
と
の
裁
量
に

任
せ
て
い
る
県
内
の
市
も
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
こ
の
宣
言
期
間
の
体
育

施
設
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
、
大

人
の
利
用
は
認
め
、
子
ど
も
の
利

用
は
禁
止
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
夏
季
休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放

に
つ
い
て
は
、
場
所
の
分
散
や
時

間
差
の
設
定
も
検
討
し
た
が
、
全

国
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
で
き
な

い
12
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
危
機

管
理
の
面
か
ら
、
大
人
数
が
集
ま

る
機
会
は
少
な
い
方
が
よ
い
と
判

断
し
、
校
長
会
と
も
諮
り
、
中
止

と
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
こ
と
を

最
優
先
し
、
子
ど
も
の
体
育
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
お

願
い
し
た
。

　
　
国
で
は
、
９
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
し
た
。こ
れ
ま
で
に
も
、

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
はe-Japan

戦
略
で
掲
げ
て
い
た
が
、
縦
割
り

で
前
例
踏
襲
を
重
ん
じ
る
行
政
の

姿
は
変
わ
ら
ず
、
停
滞
が
続
い
て

き
た
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
全
庁
を
巻
き

込
ん
で
推
進
す
る
に
は
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
市
長
の
理
解
が

必
須
で
、
部
門
横
断
的
な
組
織
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
単
に
紙
を
デ
ジ
タ
ル
に
置
き

換
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
職
員
の

意
識
改
革
に
よ
っ
て
各
分
野
で
の

行
政
事
務
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
失
敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
寛
容
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
全

庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
等
を
活
用
し
て
、最
新
の
課
題

解
決
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

※

か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

関
東
圏
・
関
西
圏
を
中
心
に
、
勝
山
市

へ
の
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
専
門
員

常任委員会･特別委員会報告

　委員会では、主に議員定数について議論しま
した。
　各種団体との意見交換会の開催については、
引き続き粘り強く申し入れを行っていくことを
確認しました。また、議員一人一人に様々な考え
があることや課題等も多岐にわたることから、
議員全員に無記名によるアンケート等を行い、
論点整理をした上でさらに議論を進め、意見交
換会に臨んでいくこととなりました。
　今後は、毎月委員会を開き、本年度中に勝山
市議会としての見解を示していきます。

※議員定数の特集は、12ページに掲載。

● 議会改革特別委員会

　理事者から、7月から8月にかけて実施した市
民意見交換会の報告や、第６次勝山市総合計画
の骨子案、今後のスケジュールについて説明が
ありました。
　委員からは、「若い方や女性からも意見をい
ただけるよう工夫するべき。」「市民の意見に
対して、行政としての課題のすり合わせを全庁
的に検討し、骨子案を見て10年後の勝山市が明
確に想像できるよう、表現方法を工夫するとと
もに、勝山市の良さや魅力もしっかり発信して
いくべき。」など、多くの提案がありました。

● 総合計画特別委員会
● まちづくりについて
● 勝山市の防災関係について　他

● コロナ禍から見る子ども・子育て支援について
● デジタル庁発足に伴う情報システムについて

　他

● 新中学校の教室の空間整備について
● 公共施設の改修計画状況について　他

竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
明

吉
田
清
隆
議
員

 

新
風
会
・
公
明

松
山
信
裕
議
員

 

新
風
会
・
公
明
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①
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
来
園

者
を
恐
竜
の
森
に
囲
い
込
み
、
市

街
地
誘
客
と
矛
盾
す
る
危
険
が
あ

る
。
ホ
テ
ル
は
集
客
力
を
利
用
す

る
だ
け
だ
が
、
新
た
に
集
客
を
増

や
す
事
業
は
あ
る
の
か
。

　
②
議
会
が
、
契
約
案
を
専
門
家

の
意
見
も
聴
取
し
て
チ
ェ
ッ
ク
で

き
、
仮
契
約
を
否
決
し
て
も
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
制
度
に
す
べ

き
だ
。

　
　
①
大
型
連
休
や
夏
休
み
等
の

繁
忙
期
と
冬
期
間
等
の
閑
散
期
で

は
来
園
者
数
に
大
き
な
差
が
あ

り
、
民
間
事
業
者
に
は
年
間
を
通

じ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
よ
う
、

宿
泊
機
能
や
飲
食
物
販
機
能
、
遊

戯
機
能
の
整
備
を
求
め
て
い
る
。

県
立
恐
竜
博
物
館
の
来
館
者
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
遊
戯
機
能
を
目

的
と
し
た
来
園
者
の
宿
泊
へ
の
誘

導
や
、
宿
泊
が
目
的
と
な
る
よ
う

な
施
設
整
備
、
有
料
イ
ベ
ン
ト
や

市
内
施
設
と
の
連
携
等
の
提
案
を

求
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
の
創

出
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
②
今
後
、
選
定
さ
れ
た
事
業
者

と
の
協
議
や
学
識
経
験
者
の
指
導

を
踏
ま
え
、
損
害
賠
償
等
も
含

め
、
市
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の

な
い
内
容
の
契
約
を
締
結
す
る

が
、
仮
の
段
階
で
議
会
に
お
示
し

す
る
の
で
、
確
認
、
審
議
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　
①
県
教
委
は
、
少
子
化
の
進

行
に
よ
り
県
立
高
校
を
１
学
年
４

学
級
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
た

め
に
で
き
る
限
り
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
方
針
転
換
し

た
。
高
校
で
さ
え
適
正
規
模
に
こ

だ
わ
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
勝
山
市

は
中
学
校
で
固
執
す
る
の
か
。

　
②
県
高
教
組
の
役
員
は
「
勝
山

高
校
で
の
中
学
校
併
設
・
連
携
は

聞
い
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

県
は
ど
こ
の
機
関
で
検
討
し
た

の
か
。

　
　
①
県
の
高
問
協
で
の
方
針
変

更
は
、
積
極
的
に
学
級
数
の
少
な

い
高
校
を
目
指
す
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
高
校
が
当
該
自
治
体
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
１
学
年
３
学
級
に
な
っ

て
も
、
地
元
自
治
体
と
連
携
協
力

し
て
存
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
た
も
の
。

　
勝
山
市
の
中
学
校
再
編
は
、
市

内
中
学
生
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の

で
、
県
立
高
校
の
事
情
と
は
異
な

る
と
考
え
る
。

　
②
勝
山
市
中
学
校
再
編
検
討
委

員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
市
か
ら

県
に
積
極
的
な
検
討
を
要
望
し
、

そ
れ
か
ら
市
教
委
と
県
教
委
と
の

話
し
合
い
に
入
っ
た
。
県
教
委
と

し
て
は
、
全
く
新
た
な
事
業
開
始

を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特

別
な
機
関
で
の
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染
予

防
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
い
な
い
世

代
で
も
軽
症
化
が
進
ん
で
い
る
。」

と
い
う
デ
ー
タ
を
示
し
説
明
し
た

が
、
市
か
ら
は
提
示
さ
れ
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
は
信
憑
性

が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
②
ウ
イ
ル
ス
と
ワ
ク
チ
ン
の
年

齢
別
の
リ
ス
ク
デ
ー
タ
や
〝
ワ
ク

チ
ン
非
接
種
で
あ
っ
て
も
99
％
以

上
の
人
が
感
染
し
な
い
〞
と
い
う

ワ
ク
チ
ン
有
効
率
の
説
明
や
、
発

症
者
の
追
跡
デ
ー
タ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試
験
は
継
続

中
と
い
う
事
実
等
、
デ
ー
タ
を
積

極
的
に
市
民
に
提
示
す
べ
き
だ
。

　
③
市
民
に
デ
ー
タ
を
提
示
し
な

い
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
と

非
接
種
者
で
軋
轢
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
市
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
て
強
制
や
圧
力
を
か
け
て
い
な

い
か
。

　
④
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
基
準
が
曖
昧
で
、
市
民
の

活
動
意
欲
を
削
い
で
い
る
。
納
得

で
き
る
基
準
を
示
す
べ
き
だ
。

　
　
①
国
や
県
等
の
公
的
機
関
に

よ
る
信
憑
性
の
あ
る
情
報
を
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
市
民
に
伝

え
る
こ
と
は
重
要
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
厚
生
労
働
省
の

「
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報
」
に
リ

ン
ク
し
て
い
る
。

　②
市
民
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推

奨
す
る
た
め
、国
や
県
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を
基
に
市
広

報
等
で
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る

が
、
市
民
に
は
国
か
ら
の
医
学
的

知
見
に
沿
っ
た
情
報
や
福
井
県
内

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
知
見
等

も
参
考
に
し
て
接
種
の
判
断
を
お

願
い
し
た
い
。

　
③
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
本
人
の
意
思
に

基
づ
い
て
接
種
を
受
け
る
も
の

で
、
接
種
を
強
制
し
た
り
、
接
種

し
て
い
な
い
人
や
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
に
対
し
て
差
別
的
な

扱
い
を
し
な
い
よ
う
周
知
し
て

い
る
。

　
④
市
の
公
共
施
設
利
用
や
市
主

催
行
事
等
実
施
の
可
否
は
、
福
井

県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
で
決
定
さ
れ
た
対

応
を
基
本
と
し
、
近
隣
市
町
の
対

応
も
参
考
に
し
て
勝
山
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

で
決
定
し
て
い
る
。

 ◆ 空き家管理代行サービスに対して
助成を

　　　　　　
　相続等で市外にいながら空き家を所有している
方が利用できる補助サービスを、市内の民間企業
が行っています。
　現在、空き家は市内に500軒ありますが、サー
ビス利用者は1名だけです。環境整備の観点か
ら、空き家周辺の草刈等は市職員が行っています
が、それも限界に来ており、サービスの利用を促
す助成を行いたいとの説明がありました。
　委員からは、「不慮の事故で管理ができなく
なった方は対象にならないことから、そちらの補
助制度も考えるべき。」「空き家利用の促進を図
る根本的な解決法を考えていくべき。」との意見
がありました。

◆ 除雪車をGPSで管理するシステムの
　 導入
　　　　　　
　GPSを市が管理して、各除雪区域の状況を随時
に判断し、除雪車運用の効率化を図ります。福井
から大野までの幹線道路の状況も共有することが
でき、降雪時の市外への通勤や物資の流通にも寄
与すると説明がありました。
　　委員からは、今年、まちなかに除雪車が入っ
て行けず、車2台が3日間立ち往生したことがあっ
たが、そういう事態に陥るようなことの無いよ
う、昼間の市内への運用にももっと目を向けて取
り組むようにとの意見がありました。

◆ 新型コロナワクチン接種対策事業
　　　　　　
　これまでのワクチン接種事業を踏まえ、今後の
広報のあり方について質疑がありました。
委員：ワクチン接種は任意であるから、その判断

にかかる情報は、メリット、デメリットの両方を
理解して判断できるよう努めなければならな
い。また子どものワクチン接種に不安を持つ親
御さんからの言葉も多く届いており、その配慮
も必要だ。

理事者：いただいた意見を参考に、現在、ホーム
ページの情報量を増やして掲載している。

委員：見解の違いから、家庭内で接種済みの方と
未接種の方の軋轢もでている。ネットを利用で
きる世代だけの問題ではない。紙面で概要を載
せ、詳しい内容はネットを利用する等の工夫が
必要だ。

◆ 指定管理料（債務負担行為補正）
　　　　　　
　勝山市ジオターミナル、勝山市道の駅「恐竜渓
谷かつやま」、はたや記念館「ゆめおーれ勝山」
の指定管理料における債務負担行為補正につい
て、理事者から今までの指定管理料の実績や積算
が示されました。
　委員からは、数年コロナ感染の影響で、観光客
などの減が続くと予想されることもあり、指定管
理料の見直しを含め、施設によっては以前の直営
方式に戻すなど、指定管理制度を使うことの妥当
性など再精査する必要があるのではとの活発な議
論が交わされました。

　審査の結果、令和３年度勝山市一般会計補正
予算（第３号）を可決しました。● 予算委員会

常任委員会･特別委員会報告
● 恐竜の森のパークＰＦＩについて
● 中学校の統廃合について　他

● 新型コロナウイルスワクチンの意義と
　 新型コロナ対応の見直し提案

一般質問Q&A

一般質問Q&A

あつれき

債務負担行為に
ついては、過去
の議会だよりを
ご覧ください。

議会だより 第77号

中
山
光
平
議
員

 

市
民
の
会

山
田
安
信
議
員

 

日
本
共
産
党

４議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）１１ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）



臨時会審議結果一覧

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

議案番号

－

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

認 定 第 １ 号

認 定 第 ２ 号

意見書案第２号★

意見書案第３号★

意見書案第４号★

議案第４１号

議案第４２号

諮 問 第 １ 号

諮 問 第 ２ 号

付託委員会

－

予 算

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

決 算 特 別

決 算 特 別

－

－

－

－

－

－

－

議決結果

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

継 続 審 査

継 続 審 査

可 決

可 決

否 決

同 意

同 意

異議がない

異議がない

議　　　　案　　　　名

「議案第２９号 令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）」の訂正の件

令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度勝山市水道事業会計補正予算（第１号）

勝山市個人情報保護条例の一部改正について

勝山市手数料条例の一部改正について

勝山市下水道条例の一部改正について

勝山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

勝山市水道事業給水条例の一部改正について

勝山市立野向町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

令和２年度勝山市歳入歳出決算の認定について

令和２年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決することを求める意見書

勝山市公平委員会委員の選任について

勝山市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

受理番号

陳 情 第 ４ 号

付託委員会

総務文教厚生

議決結果

採 択

要　　　　　　　　旨

地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

議案番号

議案第２７号

議案第２８号

付託委員会

総務文教厚生

建 設 産 業

議決結果

可 決

可 決

議　　　　案　　　　名

多目的消防ポンプ自動車の購入契約の締結について

道の駅「恐竜渓谷かつやま」機能強化工事施工にかかる協定の変更について

乾

　章
俊

山
田
安
信

帰
山
寿
憲

松
山
信
裕

丸
山
忠
男

下
道
惠
子

近
藤
栄
紀

下
牧
一
郎

吉
田
清
隆

竹
内
和
順

久
保
幸
治

高
間
清
一

冨
士
根
信
子

安
岡
孝
一

中
山
光
平

松
本
聖
司
郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　 案　 番　 号

議 案 第 2 9 号

議 案 第 3 6 号

意 見 書 案 第 4 号

投票数

議長

議長

議長

15

15

15

13

13

2

2

2

13

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

○

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

○

正・副議長、各委員会委員が変わりました
9月定例会において、正・副議長および各委員会の構成が変わりました｡

　
市
議
当
選
４
回
。
こ
れ
ま
で
に

副
議
長
、
誘
客
拠
点
整
備
に
関
す

る
特
別
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

乾 　 章 俊
（元町2丁目）

議

　長

　
市
議
当
選
２
回
。
こ
れ
ま
で
に

建
設
産
業
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

吉 田 清 隆
（鹿谷町志田）

副
議
長

　 

　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

会

　
市
の
仕
事
は
幅
広
く
、
複
雑
で
専
門
的
に

な
っ
て
お
り
、
専
門
的
・
能
率
的
に
詳
し
く
審

査
す
る
た
め
に
、
本
会
議
に
お
け
る
審
査
の
予

備
的
審
査
・
調
査
期
間
と
し
て
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
に
は
常
任
、
議
会
運
営
、
特
別
の

３
種
類
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

　
本
市
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
、
市
の
仕
事
全
体
を
分
担
し
、
関
係
す
る
議

案
や
請
願
・
陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。
任
期
は

２
年
で
す
。

※
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

●
予
算
委
員
会
（
16
人
）

　
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
事
項
を
所
管

し
ま
す
。

　
　
◎ 

松
山
　
信
裕

　
　
○ 

安
岡
　
孝
一

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

●
総
務
文
教
厚
生
委
員
会
（
８
人
）

　
未
来
創
造
課
、
総
務
課
、
監
理
・
防
災

課
、
市
民
・
税
務
課
、
環
境
政
策
課
、
福

祉
・
児
童
課
、
健
康
長
寿
課
、
会
計
課
、
消

防
本
部
、
議
会
事
務
局
、
教
育
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員

及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す

る
事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
に
属
し

な
い
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

竹
内
　
和
順
　
冨
士
根
信
子

　
　
○ 

山
田
　
安
信
　
近
藤
　
栄
紀

　
　
　 

松
本
聖
司
郎
　
下
道
　
惠
子

　
　 

　
中
山
　
光
平
　
乾
　
　
章
俊

●
建
設
産
業
委
員
会
（
８
人
）

　
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課
、
ジ
オ

パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
、
都
市
建
設
課
、

建
築
営
繕
課
、
上
下
水
道
課
、
農
林
政
策

課
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
所
管

し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
牧
　
一
郎
　
吉
田
　
清
隆

　
　
○ 

久
保
　
幸
治
　
丸
山
　
忠
男

　
　 

　
安
岡
　
孝
一
　
松
山
　
信
裕

　
　
　 

高
間
　
清
一
　
帰
山
　
寿
憲

　
　
　
　
　
　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

丸
山
　
忠
男
　
松
山
　
信
裕

　
　
○ 

中
山
　
光
平
　
帰
山
　
寿
憲

　
　
　 

安
岡
　
孝
一
　
山
田
　
安
信

　
　 

　
竹
内
　
和
順

 

　
　
　
　
　
　
　

 

特
別
委
員
会

　
特
定
の
事
件
の
審
査
や
調
査
を
す
る
た

め
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
議
会
の
議
決
に
よ

り
設
置
さ
れ
ま
す
。

　●
決
算
特
別
委
員
会
（
６
人
）

　
決
算
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
道
　
惠
子
　
安
岡
　
孝
一

　
　
○ 

吉
田
　
清
隆
　
冨
士
根
信
子

　
　
　 

中
山
　
光
平
　
久
保
　
幸
治

●
議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
16
人
）

　
議
会
活
動
等
の
諸
問
題
に
関
す
る
事
項

を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 
帰
山
　
寿
憲

　
　
○ 
冨
士
根
信
子

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

●
総
合
計
画
特
別
委
員
会
（
16
人
）

　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

近
藤
　
栄
紀

　
　
○ 

高
間
　
清
一

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

　
　
　

●
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
５
人
）

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
議
会
の
広
報
全

般
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
道
　
惠
子
　
冨
士
根
信
子

　
　
○ 

松
本
聖
司
郎
　
久
保
　
幸
治

　
　
　 

中
山
　
光
平

 

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

 

議
会
議
員

　
　 

　
冨
士
根
信
子
　
近
藤
　
栄
紀

　
　 

　
竹
内
　
和
順
　
山
田
　
安
信

　
　 

　
下
牧
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

 

勝
山・永
平
寺
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　
　 

　
松
本
聖
司
郎
　
吉
田
　
清
隆

　
　 

　
中
山
　
光
平
　
下
道
　
惠
子

　
　 

　
久
保
　
幸
治

　
　
　
　
　
　
　

 

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

議
会
議
員

　
　
　 

乾
　
　
章
俊

２議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）１３ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）

 ◆ 令和３年度山市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

　国保加入者のうち、出産された方へ一時金を
補助する出産育児一時金の予算を想定より5人
多い金額に、またコロナ禍でやむなく仕事を休業
された方を対象に支給する傷病手当金を計上する
ために補正するものです。
委員：傷病手当金の支給について、どのように
周知しているのか。

理事者：個人情報保護のため、行政では把握で
きないため、本制度を十分周知し、該当者から
申請してもらいたい。すでに7月中に申請を
1件受けている。

◆ 勝山市手数料条例の一部改正について

　マイナンバー制度の法改正の施行により、マ
イナンバーカードの発行に係る手数料の徴収に

かかる事務が市へ委託されたことによる改正
で、マイナンバーカード再交付手数料800円の
条文が削除されました。
　なお、紛失等で再発行の場合、800円が必要な
ことに変わりはありません。　　　
　本案には反対討論がありましたが、採決の結
果、賛成多数で原案のとおり可決しました。

◆ 地方財政の充実・強化を求める
意見書採択について

　陳情の趣旨は、来年度の政府予算と地方財政の
検討では、コロナ禍による新たな行政需要等も
把握して歳入・歳出を的確に積算し、地方財政の
確立を目指すべき等11項目にわたる意見書を提出
するものです。毎年、陳情書が提出されており、
委員会では議論の結果採択とし、意見書を提出
することとしました。

 ◆ 道の駅隣接地について　　　　　　
　道の駅隣接地の工事や企業誘致の進捗状況に
ついて報告を受けました。
　また、本区域の用途は工業地域に指定されてい
ますが、市が考える恐竜渓谷かつやまエリアとし
ての滞在型観光の推進に沿った、進出する企業の
計画を踏まえた用途の変更を検討していきたいと
の説明がありました。

◆ 勝山市立野向町コミュニティセンター
の設置及び管理に関する条例の制定
について　　　　　　

　野向町全体の持続的な活性化を目指すまちづく
り活動の拠点施設とするため、勝山市立野向町コ
ミュニティセンターを新たに設置し、施設の管理
を行うため、本条例を制定したいとの説明があり
ました。

◆ 勝山市下水道条例の一部改正について 他　　　　　　
　今冬の大雪のような悪天候や災害などでメー
ターの点検が困難な場合には、メーターの点検を
行わずに水量の認定を行えるようにするため等の
理由で、3つの条例をそれぞれ改正したいとの説
明がありました。

◆ かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
再整備・管理運営事業について　　　　　　

　Park-PFI制度を活用したかつやま恐竜の森の整
備等については、現在、公募方針を示している段
階で、事業者の提案により計画の将来像が明確に
ならないため、論点が絞れない状況ですが、議論
の進展を図るために早急に理事者の考える制度の
全体像が共有できる資料を提出するよう理事者に
求めました。

　審査の結果、議案４件を全て可決し、陳情
１件を採択としました。● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案７件を全て可決しました。● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告

議員定数について

　議会改革特別委員会では、議員定数について
検討事項として議論しています。議員間でも様々
な意見がありますが、市議会としての方向性を
示せるように、引き続き議論を重ねていきます。
　ここでは、現在16名の議員の議論の中で出た
意見の一部を掲載します。

◆ 議員の意見（議員定数について、各議員の意見を傾向ごとに分けて表にしました｡）

◆ その他

●人口、予算額の減少、勤務時間、態
度、議会の役割など定数削減の妥当性
を考えるべき。
●市民の声を議会に届けるために定数を
増やし、選挙時の条件や報酬などの議
論が必要。

●委員会の編成など議会のあり方の議論
が必要。
●扶養手当等の福利厚生や報酬を充実さ
せるべき。
●若者や女性の候補者が少ない原因を分
析し、対策するべき。

項　目 削 減 す べ き 維 持 す べ き

市の人口

市の財政

他市と
合わせる

市民の声

議会運営

新規の
立候補者

市の人口減少を見据え減らすべき。

厳しい状況が続く中、議会も努力す
べき。

県内他市が削減しているので、同じ
方向性を持つべき。

区長連合会からは削減を望む意見が
ある。

議員定数は、各自治体の考え方を持
つべきで、他市町に合わせる必要は
ない。

行政、議会をよく知る市民からは
「簡単に減らすべきではない」との
意見がある。

議員定数を削減しても全体の仕事量
は変わらないので、チェック機能が
不十分になる。

定数削減は、間口を狭め、候補者不
足の原因につながる恐れがある。

特集
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臨時会審議結果一覧

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

議案番号

－

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

認 定 第 １ 号

認 定 第 ２ 号

意見書案第２号★

意見書案第３号★

意見書案第４号★

議案第４１号

議案第４２号

諮 問 第 １ 号

諮 問 第 ２ 号

付託委員会

－

予 算

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

建 設 産 業

決 算 特 別

決 算 特 別

－

－

－

－

－

－

－

議決結果

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

継 続 審 査

継 続 審 査

可 決

可 決

否 決

同 意

同 意

異議がない

異議がない

議　　　　案　　　　名

「議案第２９号 令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）」の訂正の件

令和３年度勝山市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度勝山市水道事業会計補正予算（第１号）

勝山市個人情報保護条例の一部改正について

勝山市手数料条例の一部改正について

勝山市下水道条例の一部改正について

勝山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

勝山市水道事業給水条例の一部改正について

勝山市立野向町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

令和２年度勝山市歳入歳出決算の認定について

令和２年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決することを求める意見書

勝山市公平委員会委員の選任について

勝山市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

受理番号

陳 情 第 ４ 号

付託委員会

総務文教厚生

議決結果

採 択

要　　　　　　　　旨

地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

議案番号

議案第２７号

議案第２８号

付託委員会

総務文教厚生

建 設 産 業

議決結果

可 決

可 決

議　　　　案　　　　名

多目的消防ポンプ自動車の購入契約の締結について

道の駅「恐竜渓谷かつやま」機能強化工事施工にかかる協定の変更について

乾

　章
俊

山
田
安
信

帰
山
寿
憲

松
山
信
裕

丸
山
忠
男

下
道
惠
子

近
藤
栄
紀

下
牧
一
郎

吉
田
清
隆

竹
内
和
順

久
保
幸
治

高
間
清
一

冨
士
根
信
子

安
岡
孝
一

中
山
光
平

松
本
聖
司
郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　 案　 番　 号

議 案 第 2 9 号

議 案 第 3 6 号

意 見 書 案 第 4 号

投票数

議長

議長

議長

15

15

15

13

13

2

2

2

13

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

○

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

○

正・副議長、各委員会委員が変わりました
9月定例会において、正・副議長および各委員会の構成が変わりました｡

　
市
議
当
選
４
回
。
こ
れ
ま
で
に

副
議
長
、
誘
客
拠
点
整
備
に
関
す

る
特
別
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

乾 　 章 俊
（元町2丁目）

議

　長

　
市
議
当
選
２
回
。
こ
れ
ま
で
に

建
設
産
業
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

吉 田 清 隆
（鹿谷町志田）

副
議
長

　 

　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

会

　
市
の
仕
事
は
幅
広
く
、
複
雑
で
専
門
的
に

な
っ
て
お
り
、
専
門
的
・
能
率
的
に
詳
し
く
審

査
す
る
た
め
に
、
本
会
議
に
お
け
る
審
査
の
予

備
的
審
査
・
調
査
期
間
と
し
て
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
に
は
常
任
、
議
会
運
営
、
特
別
の

３
種
類
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

　
本
市
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
、
市
の
仕
事
全
体
を
分
担
し
、
関
係
す
る
議

案
や
請
願
・
陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。
任
期
は

２
年
で
す
。

※

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

●
予
算
委
員
会
（
16
人
）

　
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
事
項
を
所
管

し
ま
す
。

　
　
◎ 

松
山
　
信
裕

　
　
○ 

安
岡
　
孝
一

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

●
総
務
文
教
厚
生
委
員
会
（
８
人
）

　
未
来
創
造
課
、
総
務
課
、
監
理
・
防
災

課
、
市
民
・
税
務
課
、
環
境
政
策
課
、
福

祉
・
児
童
課
、
健
康
長
寿
課
、
会
計
課
、
消

防
本
部
、
議
会
事
務
局
、
教
育
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員

及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す

る
事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
に
属
し

な
い
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

竹
内
　
和
順
　
冨
士
根
信
子

　
　
○ 

山
田
　
安
信
　
近
藤
　
栄
紀

　
　
　 

松
本
聖
司
郎
　
下
道
　
惠
子

　
　 

　
中
山
　
光
平
　
乾
　
　
章
俊

●
建
設
産
業
委
員
会
（
８
人
）

　
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課
、
ジ
オ

パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
、
都
市
建
設
課
、

建
築
営
繕
課
、
上
下
水
道
課
、
農
林
政
策

課
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
所
管

し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
牧
　
一
郎
　
吉
田
　
清
隆

　
　
○ 

久
保
　
幸
治
　
丸
山
　
忠
男

　
　 

　
安
岡
　
孝
一
　
松
山
　
信
裕

　
　
　 

高
間
　
清
一
　
帰
山
　
寿
憲

　
　
　
　
　
　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

丸
山
　
忠
男
　
松
山
　
信
裕

　
　
○ 

中
山
　
光
平
　
帰
山
　
寿
憲

　
　
　 

安
岡
　
孝
一
　
山
田
　
安
信

　
　 

　
竹
内
　
和
順

 

　
　
　
　
　
　
　

 

特
別
委
員
会

　
特
定
の
事
件
の
審
査
や
調
査
を
す
る
た

め
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
議
会
の
議
決
に
よ

り
設
置
さ
れ
ま
す
。

　●
決
算
特
別
委
員
会
（
６
人
）

　
決
算
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
道
　
惠
子
　
安
岡
　
孝
一

　
　
○ 

吉
田
　
清
隆
　
冨
士
根
信
子

　
　
　 

中
山
　
光
平
　
久
保
　
幸
治

●
議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
16
人
）

　
議
会
活
動
等
の
諸
問
題
に
関
す
る
事
項

を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

帰
山
　
寿
憲

　
　
○ 

冨
士
根
信
子

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

●
総
合
計
画
特
別
委
員
会
（
16
人
）

　
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

近
藤
　
栄
紀

　
　
○ 

高
間
　
清
一

　
　
　
　
　
他
　
全
議
員

　
　
　

●
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
５
人
）

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
議
会
の
広
報
全

般
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
　
◎ 

下
道
　
惠
子
　
冨
士
根
信
子

　
　
○ 

松
本
聖
司
郎
　
久
保
　
幸
治

　
　
　 

中
山
　
光
平

 

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

 

議
会
議
員

　
　 

　
冨
士
根
信
子
　
近
藤
　
栄
紀

　
　 

　
竹
内
　
和
順
　
山
田
　
安
信

　
　 

　
下
牧
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

 

勝
山・永
平
寺
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　
　 

　
松
本
聖
司
郎
　
吉
田
　
清
隆

　
　 

　
中
山
　
光
平
　
下
道
　
惠
子

　
　 

　
久
保
　
幸
治

　
　
　
　
　
　
　

 

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

議
会
議
員

　
　
　 

乾
　
　
章
俊

２議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）１３ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）



　世の中には、様々な意思表示マークがあります。これらは、事情のある方が身に付けることで、周りの人々に
向けて“助けを求める”や“理解を求める”といった意味のメッセージを伝えています。困っている方を見捨てず、
思いやりのある社会を構築するために、市議会としても引き続き邁進していきます。

《議会広報特別委員会》
　　　委員長 下 道 惠 子　副委員長 松本聖司郎　 中 山 光 平　 冨士根信子　 久 保 幸 治

福井県北陸新幹線建設促進同盟会総会
Park-PFI制度に関する意見交換会
議会広報特別委員会
福井県市議会議長会定期総会
令和3年度全国高校総合体育大会　総合開会式
令和3年度全国高校総合体育大会　山岳競技開会式
総務文教厚生委員会、全員協議会、
議会運営委員会、議会広報特別委員会
令和３年度勝山市表彰式
本会議、全員協議会
本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）、議会広報特別委員会
総務文教厚生委員会
建設産業委員会
予算委員会、議会広報特別委員会
秋の交通安全県民運動、議会改革特別委員会、
議会運営委員会、総合計画特別委員会
総務文教厚生委員会、建設産業委員会､
議会運営委員会、全員協議会、本会議
共同募金運動オープニングセレモニー
高齢者連合会運動会
総務文教厚生委員会
議会広報特別委員会、建設産業委員会
決算特別委員会
秋季消防訓練
決算特別委員会
議会広報特別委員会
決算特別委員会
福井県市町議会合同研修会（鯖江市）
福井県市議会議長会による県知事要望

7月25日(日)
28日(水)

8月 4日(水)
10日(火)
13日(金)
20日(金)
27日(金)

9月 1日(水)
7日(火)

13日(月)
14日(火)
15日(水)
16日(木)
17日(金)
21日(火)

24日(金)

10月 1日(金)
7日(木)
8日(金)

11日(月)
12日(火)
13日(水)
15日(金)
18日(月)
19日(火)
25日(月)
26日(火)

７月臨時会･９月定例会報告
2021.10.28

№81

■ 

正
・
副
議
長
・
各
委
員
会
委
員
が

　

 

変
わ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
　
２
ペ
ー
ジ

　
　
　

■ 

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
　
３
〜
５
ペ
ー
ジ

　
　
　

■ 

一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
　
５
〜
11
ペ
ー
ジ

　
　
　

■ 

特
集
「
議
員
定
数
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
　
12
ペ
ー
ジ

　
　
　

　
　
　

■ 

臨
時
会
・
定
例
会
審
議
結
果

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
　
13
ペ
ー
ジ

　
　
　

９月

定
例
会
（
９
月
７
日
〜
24
日
）

７月

臨
時
会
（
７
月
30
日
）

■ 

議
会 

広
報
Ｆ
Ｂ（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）に
お
寄
せ
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

※全てのメッセージに対し、広報委員会から回答
　できない場合がありますのでご了承ください。

　令和3年6月から“より身近な議会”を目指
して公式Facebookを運用しています。
　当Facebookでは、議会からの情報提供
だけではなく、メッセージも受け付けて
います。ここでは、その一部をご紹介します。
　　　　　
●新型コロナワクチンを自分や子どもに
接種することが不安。もっと情報を出して
ほしい。
　　　　　
●厚生労働省等で最新の新型コロナの情報
が公表されているのに、行政の対応に
変化がない。議会からも行政に働きかけて
ほしい。
　　　　　
●なぜ広報委員会のFacebookにコメント
することができないのか。

　いただいたご意見は、議会で共有すると
ともに、各議員からも一般質問や委員会
など議論の場を通じて、行政機関に意見や
情報を伝えていきます。今後もご意見を
お寄せください。

思いやりのある
社会へ

思いやりのある社会へ

※マークの詳細は、14ページをご覧ください。

ヘルプマーク
　内部障がいや妊娠初期など、外見
から分かりにくくても援助や配慮の
必要な方が身に付けています。

マタニティマーク
　妊産婦の方が交通機関を利用する
ときなどに身に付けています。

マスクをつけられません
　障がいや知覚過敏、病気などで
マスク着用が困難な方が身に付けて
います。

介護マーク
　介護者が介護のためにトイレに
付き添うときなどに身に付けてい
ます。

※これら以外にも様々な意思表示マークがあります。

勝山市議会広報委員会
Facebook

№９


